
備 考

　

31

（10） （3） （6） （3） （22） （－） （31）

計
－ － － － －

合 計
10 3 6 3 22

既

設

分 － －

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

－

（－） （－）

計（ａ～ｄ）
－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－） （－）

該当なし

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
－ －

－

（－） （－） （－） （－） （－）

－ － － －

－ － －

（－） （－） （－） （－） （－）

－

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

（－）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－）

－ － －

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

－ － － －

（－）

－ 31

（10） （3） （6） （3） （22） （－） （31）

22

（10） （3） （6） （3） （22）

計
10 3 6 3 22

（－）

（－）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－） （－）

（－） （－）

22 大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　11人

（10） （3） （6） （3） （22）

－ － － －

6 3 22

（10） （3） （6） （3） （22）

－

（－） （－）

22人 －人 31人

（10） （3） （6） （3） （22） （－） （31）新

設

分

医療科学部
10人 3人 6人 3人

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
10 3

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 3 6 3

（－） （－）

計（ａ～ｄ）
10 3 6 3

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の教

員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

計

― ―科目 ―科目 ―科目 ―科目

同一設置者内における変更
状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

該当なし

―単位

医療科学部 年 人 年次
人

人

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

計
90

（80）
360

（320）

実験・実習

新 設 学 部 等 の 目 的
高度医療技術者育成への医療社会からの要請に対応し、国民の保健医療の向上に寄与できる有為の医療専門
職の人材を育成するという本学の使命を果たすために、さらに多くの優れた診療放射線技師を社会に輩出す
ることを目的に収容定員を変更する。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

360
（320）

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

保健衛生学関係
（看護学関係及び
リハビリテーショ
ン関係を除く）

　　年　月
第　年次

令和7年4月
京都府南丹市園部
町小山東町今北1-
3

放射線技術学科 4 90
（80） 学士

（放射線技術
学）

大 学 本 部 の 位 置 京都府南丹市園部町小山東町今北1-3

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ガッコウホウジンシマヅガクエン

設 置 者 学校法人島津学園

大 学 の 目 的
教育基本法及び学校教育法に基づき、医療科学に関する高度の知識及び技術について教育・研究するととも
に、品性を陶冶し、国民の保健医療の向上に寄与できる有為の医療専門職の人材を育成することを目的とす
る。

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ キョウトイリョウカガクダイガク

大 学 の 名 称 京都医療科学大学

－基本計画書－１－

第1年次



大学全体

大学全体

学士
（放射線技術学） 京都府南丹市園部町

小山東町今北1-3

医療科学部
放射線技術学科

4

倍

附属施設の概要 該当なし

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 京都医療科学大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

80 － 320 1.18
《1.14》

平成19
年度

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

1,600千円 1,600千円 －　千円 －　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

－　千円 －　千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,820千円

2,000千円 2,000千円 －　千円 －　千円

3,000千円 3,000千円 －　千円 －　千円

設 備 購 入 費 － 54,000千円 54,000千円 54,000千円 54,000千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 400千円 400千円 400千円 400千円 －　千円 －　千円
経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 － 3,000千円 3,000千円

共 同 研 究 費 等 2,000千円 2,000千円

1,600千円

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

大学全体
－㎡ 407㎡ 772㎡

50

（20,490〔2,353〕） （ 460〔149〕） （66〔25〕） （9〔　9　〕） （　1,285　） （　50　）
計

20,490〔2,353〕　 460〔149〕　 66〔25〕　 9〔　9　〕　 1,285

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

大学全体

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

50

（20,493〔2,353〕） （ 460〔149〕） （66〔25〕） （9〔　9　〕） （　1,285　） （　50　）

種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌 機械・器具

20,493〔2,353〕　 460〔149〕　 66〔25〕　 9〔　9　〕　 1,285

―　㎡ ―　㎡ 9,200.16㎡

（9,200.16㎡） （　－　㎡） （　－　㎡） （9,200.16㎡）

標本

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 32室 教 員 研 究 室 23室

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

大学全体9,200.16㎡

合 計 20,640㎡ ―　㎡

大学全体校 舎 敷 地 5,748㎡ ―　㎡ ―　㎡ 5,748㎡

そ の 他 14,892㎡ ―　㎡ ―　㎡

計
16人 7

（16） （7） （23）

―　㎡ 20,640㎡

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

14,892㎡

23人

－ －

（－） （－） （－）

そ の 他 の 職 員
－ 2人 2人

（－） （2） （2）

事 務 職 員
15人 4人 19人

（15）

図 書 館 職 員
1 1人 2人

（1） （1） （2）

（4） （19）

技 術 職 員
－ － －

（－） （－） （－）

指 導 補 助 者
－

職 種 専　　属 その他 計

－基本計画書－2－



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

１前 1 〇 1
１後 1 〇 1
１前 1 〇 1
１後 1 〇 1
１前 1 〇 1
１前 1 〇 1
１後 1 〇 1

文章表現の方法 １前 1 〇 1
コミュニケーション論 １前 1 〇 1
現代社会と倫理 １後 1 〇 1
心理学入門 １後 1 〇 1
日本文学を読む １後 1 〇 1
社会と医療 １前 1 〇 3 1
健康な生活と医療の法 １前 1 〇 4
時事問題から学ぶ日本経済 １前 1 〇 1
英語 １前 1 〇 1
医療英語 １後 1 〇 1
医療英語コミュニケーション ２前 1 〇 1
英語コミュニケーション　I １前 1 〇 1
英語コミュニケーション Ⅱ １後 1 〇 1
中国語入門 １前 1 〇 1
中国語コミュニケーション １後 1 〇 1

１前 1 〇 1 1
－ 11 10 2 5 3 9 0 0 13 －

１後 1 〇 1

１前 2 〇 1

１後 2 〇 1

３前 1 〇 1 1

１後 2 〇 1

１後 2 〇 1

２前 2 〇 1

２後 2 〇 1

３前 1 〇 1 2

１後 2 〇 1

３後 1 〇 1

３後 1 〇 1

１後 2 〇 1

２後 1 〇 1 1

２前 2 〇 1 1

１後 2 〇 1

２前 2 〇 1

１後 2 〇 1

２前 2 〇 1

２前 2 〇 1

２前 2 〇 1

２前 2 〇 1

２後 2 〇 1

２後 1 〇 1 1

小計（24科目） － 39 1 1 14 2 3 3 0 8 －
１前 1 〇 2 2 2 3
２前 2 〇 1
２後 2 〇 1
３前 2 〇 1
２前 2 〇 1
３前 2 〇 1
３前 2 〇 1
３後 2 〇 1
４前 1 〇 3
２後 2 〇 1
３前 2 〇 1
３後 1 〇 1
４前 1 〇 3
４通 1 〇 1
３前 1 〇 1 2
３前 1 〇 1 1 1
３後 1 〇 1 2
３後 1 〇 1 1 1
３前 2 〇 1
３前 2 〇 1
３後 2 〇 1
３前 2 〇 1
３前 2 〇 1
３後 2 〇 1
３後 1 〇 1
２前 2 〇 1
２後 2 〇 1
２前 2 〇 1
２後 2 〇 1
３後 1 〇 1
２後 2 〇 1
３前 2 〇 1

医療安全管理学 ３後 2 〇 1
２後 1 〇 3 2 2 3
４前 1 〇 10 3 6 3
２後 2 〇 1 1
４前 6 〇 1 2
４前 2 〇 1 1
４前 2 〇 1 1
－ － 65 3 1 35 16 19 20 0 4 －

３通 2 〇 10 3 6 3
４後 4 〇

－ － 6 10 3 6 3 0 0
－ － 121 14 4 10 3 6 3 0 31

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業の標準時間 90分

本学に定める授業科目を履修し、4年以上在籍し128単位以上を習得すること。128単位の内訳は以下の通りである。
「基礎分野」を必修11科目、選択科目4単位習得し、「専門基礎分野」を必修科目39単位、「専門分野」を必修科目65単位、
「専門基礎分野」及び「専門分野」全体から選択科目3単位習得すること。加えて「総合科目」から必修科目6単位習得するこ
と。（履修科目の登録の上限：年間48単位）

合計（88科目） －

学位又は称号 学士（放射線技術学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除く）

社
会

科
学

外
国
語

初年次に学ぶ大学でのｽﾀﾃﾞｨ・ｽｷﾙｽﾞ

医療情報学Ⅰ
医療情報学Ⅱ
医療画像情報学
画像工学
画像工学特論

核医学検査技術学臨床実習
放射線治療技術学臨床実習

核医学検査技術学

放射線治療技術学

放射線腫瘍学概論
放射線治療技術学Ⅰ
放射線治療技術学Ⅱ
放射線治療技術学Ⅲ

医用工学Ⅰ
医用工学Ⅱ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医療科学部放射線技術学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

基礎数学
数学
物理学
化学
コンピュータ学
コンピュータ演習

基
礎
分
野

科学的思考の基盤

人間と生活

人
文
科
学

情報処理学

小計（23科目）

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能及び疾
病の成り立ち

生命・医療倫理学
解剖学Ⅰ
解剖学Ⅱ
解剖学特論
細胞生物学
生理学
臨床医学概論Ⅰ
臨床医学概論Ⅱ
臨床医学概論Ⅲ
臨床心理学
救急医学
看護学概論
プログラミング概論
プログラミング演習
応用数学

診療画像検査学Ⅱ
診療画像検査学Ⅲ
画像機器工学特論
臨床画像学Ⅰ
臨床画像学Ⅱ

診療放射線技術学概論

放射線物理学Ⅰ
放射線物理学Ⅱ
放射線生物学
放射化学
放射線計測学Ⅰ
放射線計測学Ⅱ
専門基礎科目実験

診療画像機器学Ⅰ
診療画像機器学Ⅱ
診療画像機器学Ⅲ
エックス線撮影技術学
診療画像検査学Ⅰ

実践臨床画像学
診療画像技術学臨床実習Ⅰ
診療画像技術学臨床実習Ⅱ

医療画像情報学

画像診断技術学
診療画像解剖学演習
先端放射線技術学特論
専門科目実験Ⅰ
専門科目実験Ⅱ

－

保健医療福祉における理
工学的基礎並びに放射線

の科学及び技術

－

小計（39科目）

臨床実習

－

小計（2科目） －

総
合

科
目

総合研究
総合演習

専門科目実験Ⅲ
専門科目実験Ⅳ
臨床核医学概論
核医学検査技術学Ⅰ
核医学検査技術学Ⅱ

専
門
分
野

診療画像技術学・臨床画
像学

放射線安全管理学

実践臨床画像学

放射線安全管理学Ⅰ
放射線安全管理学Ⅱ
医療安全管理学
実践臨床画像学実習

－基本計画書－3－
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学校法人島津学園 設置認可等に関わる組織の移行表 

令和 6年度 
入学 

定員 

編入学

定員 
収容 

定員 
令和 7年度 

入学 

定員 

編入学

定員 
収容 

定員 
変更の事由 

京都医療科学大学 京都医療科学大学 

医療科学部 医療科学部 

放射線技術学科 80 － 320 放射線技術学科 90 － 360 定員変更（10） 

計 80 － 320 計 90 － 360 



都道府県内における位置関係 

南丹市 

－図面－１－



京都医療科学大学の位置関係 

京都医療科学大学 

－図面－2－



京都駅から約 35 分（快速） 

園部駅から徒歩 4 分 

－図面－3－



・
Ｇ

Ｌ
+2800

擁
壁

擁
壁

擁
壁

道
路
境
界

線

物置

物置

雨

電

量

E

雨

雨

雨

MT.1

25.57

25.38

24.74

24.33

22.65

23.15

23.25

21.23

22.48
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京都医療科学大学 学則 

第 1章  総則 

(目的） 

第 1条 京都医療科学大学（以下「本学」という）は、教育基本法及び学校教育法に基づ

き、医療科学に関する高度の知識及び技術について教育・研究するとともに、品性を陶冶

し、国民の保健医療の向上に寄与できる有為の医療専門職の人材を育成することを目的と

する。 

（自己評価等） 

第 2条 本学は、教育水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、教

育・研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うものとする。 

（学部、学科及び学生定員） 

第 3条 本学において、設置する学部、学科及びその学年定員は、次のとおりとする。 

学   部 学   科  入学定員 収容定員 

医療科学部 放射線技術学科 90人 360人 

（修学年限） 

第 4条 修学年限は 4年とする。 

（在学年限） 

第 5条 学生は 8年を超えて在学することはできない。 

（学年） 

第 6条 学年は 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

（学期） 

第 7条 学年を次の 2期に分け、学期ごとに 15週の授業を行うことを基本とする。 

前期  4月１日から 9月 23日まで 

後期  9月 24日から翌年 3月 31日まで 
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（休業日） 

第 8条 休業日は次のとおりとする。 

一 日曜日 

二 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178号）に規定する休日 

三 創設記念日   9月 19日 

四 春季休業日   3月 21日から 3月 31日まで 

五 夏季休業日   8月 10日から 9月 23日まで 

六 冬季休業日   12月 23日から 1月 7日まで 

2） 必要がある場合、学長は前項の休業日を臨時に変更することができる。

3） 第 1項に定めるもののほか、学長は臨時の休業日を定めることができる。

第 2章  入学、 休学、留学、退学及び除籍 

（入学の時期） 

第 9条 入学の時期は、学年のはじめとする。 

（入学資格） 

第 10 条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

一 高等学校を卒業した者、または中等教育学校を卒業した者。 

二 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに

相当する学校教育を修了した者を含む。）。 

三 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者またはこれに準ずる者で、

文部科学大臣の指定したもの。 

四 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者。 

五 専修学校の高等課程（修業年限が三年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定め

る日以後に修了した者 

六 文部科学大臣の指定した者 

七 高等学校卒業程度認定試験規則(平成 17年文部科学省令第 1号)による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者(旧規定による大学入学資格検定に合格した者を含む。) 

八 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められた者で、18歳に達したもの。 
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（入学の出願） 

第 11 条 本学に入学を志願する者は、検定料を添えて本学所定の書類を提出しなければな

らない。 

（入学者の選考） 

第 12 条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第 13 条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに本学所定

の書類を提出するとともに、所定の入学金を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（編入学、再入学、転入学） 

第 14 条 学長は、本学に編入学、再入学又は転入学を志願する者があるときは、欠員のあ

る場合に限り、選考の上、相当年次に入学を許可することがある。 

２ 前項の規定により、転入学を願い出た者は、その際現に在学する学部の長又は当該大

学の長の許可書を添えて願書を提出しなければならない。 

３ 第１項の規定により入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取り扱

い並びに在学すべき年数については、学長が決定する。 

（退学） 

第 15 条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

（留学) 

第 16 条 外国の大学又は短期大学に留学を志願する学生は、学長に願い出て、その許可を

受けなければならない。 

２ 前項により留学した期間は、第 5条に規定する在学年限に算入する。 

３ 第１項の規定により留学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取り扱

い並びに復学後に在学すべき年数については、学長が決定する。 

（休学） 

第 17 条 疾病その他のやむを得ない理由により 2ヵ月以上修学することができない者は、

学長の許可を得て、その学年の終わりまで、休学することができる。 

２ 疾病その他のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学

を命ずることができる。 

－学則－3－ 
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（休学の期間） 

第 18 条 休学期間は、引き続き 1年を超えることができない。ただし、特別の理由がある

と認められるときは、引き続き更に 1年まで延長することができる。 

２ 休学期間は、第 5条の在学年限に算入しない。 

（復学） 

第 19 条 休学期間中にその理由が消滅した場合には、学長の許可を得て復学することがで

きる。 

（除籍） 

第 20 条 次の各号の一に該当する者は、学長が除籍する。 

一 第 5条に定める在学年限を超えた者 

二 第 17条第１項に定める休学期間を超えてなお修学できない者 

三 授業料等の納付を怠り、督促を受けてもなお納付しない者 

四 長期間にわたり行方不明の者 

第 3章  教育課程、履修方法等 

（授業科目） 

第 21 条 授業科目を分けて、教養教育科目、専門基礎科目、専門科目、総合科目とする。 

２ 授業科目の区分、単位数等は、別表 1のとおりとする。 

（単位の計算方法） 

第 22 条 各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外

に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

一 講義及び演習については 15 時間から 30 時間までの範囲で大学が定める時間の授業を

もって１単位とする。 

二 実験、実習及び実技については、30時間から 45時間までの範囲で大学が定める時間の

授業をもって１単位とする。 

（履修登録） 

第 23条 学生は、毎学期のはじめに履修しようとする授業科目を登録しなければならない。 

２ 前項の登録をしない授業科目は、履修することができない。 

３ 1項において、1年間に履修科目として登録できる合計単位数の上限は 48単位とする。
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但し、次の各号に定める科目の単位数は、登録できる合計単位数には含めないものとする。 

一 自由科目 

二 学長が認めた科目 

（単位の授与） 

第 24 条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

（入学前の教育施設等における学修） 

第 24 条-2 本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に、他の大学（外

国の大学を含む）若しくは短期大学（外国の短期大学を含む）で履修した教養教育科目に

ついて修得した単位（大学設置基準第 31条に定める科目履修生として修得した単位を含む）

を、本学に入学後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなし、単位を認

定することができる。 

２ 前項の認定は当該大学等の交付する成績証明書等により学長が行う。 

３ １項で認定が行える単位の合計は「人間と生活」に区分される科目 10単位を上限とす

る。 

（長期履修） 

第 24 条-3 学長は、学生が、事情により、修学年限を越えて一定の期間にわたり計画的に

教育課程を履修し、卒業することを希望する旨申し出たときは、その計画を審議し認める

ことができる。 

（試験） 

第 25 条 試験は、筆記試験その他の方法によって行う。 

２ 試験は、学期末または学年末に行う。ただし、各授業科目の担当者が必要と認めたと

きは臨時に行うことがある。 

３ 試験に関する必要な事項は別に定める。 

（成績の評価） 

第 26 条 授業科目の試験の成績は、秀、優、良、可及び不可とし、秀、優、良及び可を合

格とする。 

２ 本学の定めるところにより、特定の授業科目については、これら以外の表記で成績評

定を表すことができる。 
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第 4章  卒業 

（卒業の要件） 

第 27 条 本学を卒業するためには、4年以上在学し別表１に定めるところにより、128単

位以上を修得しなければならない。 

（卒業） 

第 28条 本学則に定める授業科目を履修し、卒業に必要な単位数を修得した者については、

学長が卒業を認定する。 

（学位の授与） 

第 29 条 前条の規定により卒業した者には、本学学位規程の定めるところにより学士の学

位を授与する。 

２ 前項の学位には、学科の区分に従い、次のとおり専攻分野の名称を付記するものとす

る。 

放射線技術学科 放射線技術学 

第 5章  聴講生、研究生 

（聴講生) 

第 30 条 学長は、本学の授業科目を聴講しようとする者があるときは、選考の上、聴講生

として入学を許可し、授業科目を聴講させることができる。 

（研究生） 

第 30 条-2 学長は、本学において特定の事項について研究を希望する者があるときは、本

学の授業、研究及び設備に妨げのない限り、選考の上研究生として入学を許可することが

できる。 

第 6章  学費 

（授業料等の金額) 

第 31 条 授業料等の金額は、別表 2に定める。 
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（授業料等の納付期） 

第 32 条 授業料等は、所定の期日までに納付しなければならない。 

 (退学及び停学の場合の授業料等） 

第 33 条 前期又は後期の中途において退学又は除籍された者（第 20条第 3号に該当する

者を除く）は、当該期分の授業料等は徴収する。 

２ 停学期間中の授業料等は徴収する。 

（休学の場合の授業料等） 

第 34 条 休学した者は、休学在籍料を納付しなければならない。その他の費用は免除され

る。ただし、休学を申し出た日の属する期分の授業料等は全額納付しなければならない。 

（復学の場合の授業料等） 

第 35 条 前期又は後期の中途において復学した者は、当該期分の授業料等を復学した月に

納付しなければならない。 

（授業料等の徴収猶予） 

第 36 条 経済的理由によって授業料等の納付が困難であると認められ、かつ学業優秀と認

められる者、又はその他やむを得ない事情があると認められる者については、授業料等の

徴収を猶予または減免することがある。 

２ 前項の授業料等の徴収猶予または減免に関して必要な事項は別に定める。 

（納付した授業料等） 

第 37 条 納付した検定料、入学金及び授業料等は、原則として返付しない。 

第 7章  職員組織 

（職員） 

第 38 条 本学に学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員を置く。 

２ 前項のほか、技術職員その他必要な職員を置くことができる。 

（学長） 

第 38 条-2 学長は、本学の校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

第 8章  教授会 
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（教授会） 

第 39 条 本学に教授会を置く。 

２ 教授会に関する事項は別に定める。 

第 9章  賞罰 

（表彰） 

第 40 条 学生として表彰に値する行為があった者は、本学学生の表彰に関する規程にした

がい、学長が表彰する。 

（懲戒）  

第 41 条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、本学学生

懲戒規程にしたがい学長が懲戒する。 

附則  

１ この学則は、平成 19年 4月 1日から施行する。 

附則 

１ この学則は、平成 23年 4月 1日から施行する。 

２ この学則の授業科目の履修及び卒業要件については、平成 23年度入学生から適用する。 

３ 平成 22 年度以前の入学生の授業科目の履修及び卒業要件については、 なお従前の例

による。 

４ 平成 22 年度以前の入学生で平成 23 年度に 1 年次に在籍する学生はこの学則の適用を

受けることが出来る。 

附則 

1 この学則は、 平成 25年 4月 1日から施行する。 

附則 

1 この学則は、 平成 26年 4月 1日から施行する。 

附則 

１ この学則は、 平成 27 年 4月 1日から施行する。 
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附則 

1 この学則は、 平成 28年 4月 1日から施行する。 

2 この学則の授業科目の履修及び卒業要件については、平成 28年度入学生から適用する。 

3 平成 27年度以前の入学生の授業科目の履修及び卒業要件については、 なお従前の例に

よる。 

4 平成 27 年度以前の入学生で平成 28年度に 1年次に在籍する学生はこの学則の適用を受

けることが出来る。 

附則 

1 この学則は、 平成 29年 4月 1日から施行する。 

附則 

1 この学則は、 平成 30年 4月 1日から施行する。 

附則 

1 この学則は、 令和 4（2022）年 4月 1日から施行する。 

2 この学則の授業科目の履修及び卒業要件については、令和 4（2022）年度入学生から適

用する。 

3 令和 3（2021）年度以前の入学生の授業科目の履修及び卒業要件については、 なお従前

の例による。 

4 令和 3（2021）年度以前の入学生で令和 4（2022）年度に 1 年次に在籍する学生はこの

学則の適用を受けることが出来る。 

附則 

1 この学則は、令和 6(2024)年 4月 1日から施行する。 

2 第 3 条の規程にかかわらず、令和 6(2024)年度乃至令和 9(2027)年度の入学定員及び収

容定員は、次のとおりとする。 

入学定員 収容定員 

令和 6(2024)年度 80 人 320 人 

令和 7(2025)年度 90 人 330 人 

令和 8(2026)年度 90 人 340 人 

令和 9(2027)年度 90 人 350 人 
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別 表 1 

授業科目の区分、卒業要件に必要な単位数 

授業科目の区分 

卒業に必要な履修単位数 

必修 選択 計 

教養教育

科目 

科学的思考の基盤 5 - 

15 

人間と生活 6 4 

専門基礎

科目 

人体の構造と機能および疾病の成り立ち 18 

3 107 

保健医療福祉における理工学的基礎並びに放射線

の科学及び技術 
21 

専門科目 

診療画像技術学・臨床画像学 24 

核医学検査技術学 6 

放射線治療技術学 7 

医療画像情報学 8 

放射線安全管理学 4 

医療安全管理学 2 

実践臨床画像学 2 

臨床実習 12 

総合科目 6 - 6 

合  計 
128 

（必修121、選択7） 
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授業科目【教養教育科目】 

区分 授業科目 

単位数 
卒業に必要

な単位数 

必

修 

選

択 

自

由 

必

修 
選択 

教養 

教育 

科目 

科学的思考

の基盤 

基礎数学 1 

11 

－ 

数学 1 

物理学 1 

化学 1 

コンピュータ学 1 

コンピュータ演習 1 

情報処理学 1 

人間と生活 

人文科学 

文章表現の方法 1 

2単位 

以上 

コミュニケーション論 1 

現代社会と倫理 1 

心理学入門 1 

日本文学を読む 1 

社会科学 

社会と医療 1 

健康な生活と医療の法 1 

時事問題から学ぶ日本経済 1 

外国語 

英語 1 

2単位 

以上 

医療英語 1 

医療英語コミュニケーション 1 

英語コミュニケーション I 1 

英語コミュニケーション Ⅱ 1 

中国語入門 1 

中国語コミュニケーション 1 

初年次に学ぶ大学でのスタディ・スキルズ 1 
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授業科目【専門基礎科目および専門科目】 

区分 授業科目 

単位数 
卒業に必要

な単位数 

必

修 

選

択 

自

由 

必

修 
選択 

専門

基礎

科目 

人体の構造と機能及び疾病の

成り立ち 

生命・医療倫理学 1 

39 

専
門
基
礎
科
目
及
び
専
門
科
目
の
中
か
ら
３
単
位
以
上

解剖学Ⅰ 2 

解剖学Ⅱ 2 

解剖学特論 1 

細胞生物学 2 

生理学 2 

臨床医学概論Ⅰ 2 

臨床医学概論Ⅱ 2 

臨床医学概論Ⅲ 1 

臨床心理学 2 

救急医学 1 

看護学概論 1 

保健医療福祉における理工学

的基礎並びに放射線の科学及

び技術 

プログラミング概論 2 

プログラミング演習 1 

応用数学 2 

医用工学Ⅰ 2 

医用工学Ⅱ 2 

放射線物理学Ⅰ 2 

放射線物理学Ⅱ 2 

放射線生物学 2 

放射化学 2 

放射線計測学Ⅰ 2 

放射線計測学Ⅱ 2 

専門基礎科目実験 1 

専門

科目 
診療画像技術学・臨床画像学 

診療放射線技術学概論 1 

65 

診療画像機器学Ⅰ 2 

診療画像機器学Ⅱ 2 

診療画像機器学Ⅲ 2 

エックス線撮影技術学 2 

診療画像検査学Ⅰ 2 

診療画像検査学Ⅱ 2 

診療画像検査学Ⅲ 2 
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画像機器工学特論 1 

臨床画像学Ⅰ 2 

臨床画像学Ⅱ 2 

画像診断技術学 1 

診療画像解剖学演習 1 

先端放射線技術学特論 1 

専門科目実験Ⅰ 1 

専門科目実験Ⅱ 1 

専門科目実験Ⅲ 1 

専門科目実験Ⅳ 1 

核医学検査技術学 

臨床核医学概論 2 

核医学検査技術学Ⅰ 2 

核医学検査技術学Ⅱ 2 

放射線治療技術学 

放射線腫瘍学概論 2 

放射線治療技術学Ⅰ 2 

放射線治療技術学Ⅱ 2 

放射線治療技術学Ⅲ 1 

医療画像情報学 

医療情報学Ⅰ 2 

医療情報学Ⅱ 2 

医療画像情報学 2 

画像工学 2 

画像工学特論 1 

放射線安全管理学 
放射線安全管理学Ⅰ 2 

放射線安全管理学Ⅱ 2 

医療安全管理学 医療安全管理学 2 

実践臨床画像学  

実践臨床画像学実習 1 

実践臨床画像学 1 

臨床実習 

診療画像技術学臨床実習Ⅰ 2 

診療画像技術学臨床実習Ⅱ 6 

核医学検査技術学臨床実習 2 

放射線治療技術学臨床実習 2 

総合

科目 

総合研究 2 
6 

総合演習 4 

卒業に必要な単位数 128 128単位 
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別表 2 

授業料などの金額 

平成 28年度以前入学者 

費目 金額 備考 

入学検定料 30,000 円 応募時に一括納入 

入学金 350,000 円 入学手続き時に一括納入 

授業料 800,000 円 
前期分 400,000円 

後期分 400,000円 

実験実習料 350,000 円 
前期分 175,000円 

後期分 175,000円 

施設設備費 300,000 円 一括納入 300,000円 

休学在籍料 400,000 円 半期休学は半額納入 

授業料などの金額 

平成 29年度以降入学者 

費目 金額 備考 

入学検定料 30,000 円 応募時に一括納入 

入学金 250,000 円 入学手続き時に一括納入 

授業料 900,000 円 
前期分 450,000円 

後期分 450,000円 

実験実習料 

1年目 

320,000 円 

2年目以降 

350,000 円 

1年目 

前期分 145,000円 

後期分 175,000円 

2年目以降 

前期分 175,000円 

後期分 175,000円 

施設設備費 350,000 円 
前期分 175,000円 

後期分 175,000円 

休学在籍料 450,000 円 半期休学は半額納入 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

 
１. 学則変更（収容定員変更）の内容 

京都医療科学大学は、令和 7 年度から医療科学部 放射線技術学科（入学定員：80

名）の収容定員を次の通り変更する。 

＜変更前＞ 

 入学定員 収容定員 

医療科学部 放射線技術学科 80 名 320 名 

大学全体の合計 80 名 320 名 

 

 

＜変更後＞ 

 入学定員 収容定員 

医療科学部 放射線技術学科 90 名 360 名 

大学全体の合計 90 名 360 名 

 

 

 

 

２. 学則変更（収容定員変更）の必要性 

(1) 収容定員変更の背景 

①本学の建学の精神・大学の基本理念 

明治 29 年、当時の島津製作所社長であった島津源蔵は、我が国で最初のエックス

線写真の撮影に成功した。エックス線装置の普及によるエックス線技術者の需要

増加、医学界からの強い要請という背景から、昭和 2 年、島津源蔵は我が国初の

エックス線技師教育機関「島津レントゲン技術講習所」を設立（私立学校令に基

づき、京都府知事により認可）・開校した。設立にあたり建学の精神を次のように

定めた。『本所はレントゲン学に関する技術を教授するとともに､品性を陶冶し有為

の技術者を養成するを以て目的とす』 

開校以来、診療エックス線技師制度の変遷に対応しながら、専門学校、専修学

校、短期大学と技師教育一筋に歩んできた。島津学園は、このような 90 年以上に
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渡る歴史を継承し、高度医療の時代の中で平成 19 年 4 月に京都医療科学大学（以下、「本

学」とする）を開学し 4 年制大学として新たなスタートを切った。設立以来の卒業生は 5000 

名を超え、現役で 2000 名以上が全国の医療機関で活躍している。少なからず我が国の医療

における放射線利用の発展に寄与してきたと考えている。 

 

②本学の使命・目的と社会的要請 

本学は建学の精神を基軸とし、『教養教育の充実と、高度医療技術者育成への医療

社会からの要請に対応し、国民の保健医療の向上に寄与できる有為の医療専門職

の人材を育成する』を本学の使命とし、その目的を「京都医療科学大学 学 

則」第 1 条に『京都医療科学大学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、医療

科学に関する高度の知識及び科学技術について教育・研究するとともに、品性を

陶冶し、国民の保健医療の向上に寄与できる有為の医療専門職の人材を育成する

ことを目的とする。』と定めている。 

この基本理念に則り、高い品格と豊かな人間性を備え、社会に貢献できる技術者

を一人でも多く育成すべく努めている。本学の開学以来、国家試験合格率は常に

全国平均を上回っており、令和 4 年度の診療放射線技師国家試験合格率は 100％

であった。 
 

 

また、就職率においても開学以来 100％を維持しており、求人倍率は毎年 10 倍

を超している。その結果、入学定員に対する入学志願者数の倍率は全ての入学試

験において常に 3～5 倍を維持している。これは、本学の診療放射線技師養成に対

する社会的要請が強いということを示していると思われる。 



学則の変更の趣旨等を記載した書類－4－  

(2) 収容定員変更の必要性 

①入学志願者数、入学者数と本学の使命 

前述のとおり、多くの入学志願者があるなかで、高度医療技術者育成への医療

社会からの要請に対応し、国民の保健医療の向上に寄与できる有為の医療専門職

の人材を一人でも多く育成するという使命を果たすために、入学定員よりも若干

多めの入学者数としてきた。今回、入学定員を 90 名とする申請を行うが、既に 

90 名前後の入学者を受け入れてきたという実態があり、今後も本学の使命遂行の

ため、90 名前後の入学者数を受け入れる予定である。 

 

 

②入学定員と入学者数の乖離 

過去より長期にわたり本学における入学者数は 90 名前後で推移してきた。社会

で活躍する優秀な診療放射線技師を一人でも多く輩出したいという思いからであ

るが、一方で、入学定員との乖離は問題であるとの認識は持ち続けてきた。令和 

4 年 11 月 22 日付の文部科学省通知により、大学等経常費補助金の取扱いについ 

て、令和 4 年度までは入学定員超過率による不交付措置が実施されていたが、令 

和 5 年度から収容定員超過率による不交付措置に変更されることになると同時 

に、収容定員超過に対する増減率の厳格化が実施されることを機に、本学でも入 

学定員と入学者数の乖離を是正するために、入学定員を 90 名に変更すべきである

という結論に至った。 

 

年度 
平成 
28 年 

平成 
29 年 

平成 
30 年 

令和
元年 

令和 
2 年 

令和 
3 年 

令和 
4 年 

令和 
5 年 

入学
者数 

91 名 87 名 96 名 90 名 95 名 90 名 101 名 91 名 
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３. 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

基幹教員数は大学設置基準上の教員を超える配置となっており、教員組織を担保する

と同時に、収容定員変更後も教育課程、教育方法等について同等以上となるように適切

な組織運営を行っている。さらに、施設・設備についても必要十分な整備を行なってい

る。 

 

ア）本学は、診療放射線技師学校養成所として、診療放射線技師学校養成所指定規則及

び診療放射線技師養成所指導ガイドラインに基づき、適正な教育課程、教育方法、履修

指導方法、教員配置を行っている。以降に具体的に説明を行う。 

 

①教育課程 

１）カリキュラム設計 

本学のカリキュラムは診療放射線技師学校養成所指定規則及び診療放射線技師養成所指

導ガイドラインに基づき、さらに教養教育等の科目を追加した形で設計されている。デ

ィプロマポリシーにて要求される能力を修得するため、教養教育科目、専門基礎科目、

専門科目、総合科目に区分し、新入生が4年間で診療放射線技師として適切な学力、能力、

素養を習得できるように段階的な科目配置を行っている。今回の収容定員変更にともな

うカリキュラム及び具体的な授業内容の変更は無い。 

 

２）教員の質 

本学の教員体制としては、担当科目の講義、演習、実験等について最も適するととも

に経験豊かな教員を配置している。具体的には、医師、診療放射線技師、工学、数学、

薬学、心理学、英語、国語等の専門教員を適切に配置している。医師系教員の配置数は4

名であり、他学の診療放射線学科と比較しても特に在籍数が多い。解剖学を中心に放射

線科医でもある教員が専門的な知識や実践的なスキルについて、わかりやすく丁寧な指

導を行っている。診療放射線技師の教員は10名が配置されており、実務経験の豊かな教

員が実際の臨床現場で役に立つ実践に即した指導を行っている。実務経験のある教員に

よる講義は全講義単位数の77％を占める。今回の収容定員変更にともなう教員配置の変

更は無い。 

 

３）学習環境の整備 

学習環境について、本学では大学病院と遜色のない医療機器を完備している。これら

の最新機器を活用して、現場で役立つスキルが身につく、質の高い実験を行っている。X

線CT装置、一般撮影装置、乳房X線装置など使用頻度の高い装置は複数台の設置を行い、

出来るだけ学生が使用できる機会を増やしている。このことにより、卒業後に医療機関

に就職した際にも、違和感なく職場に入っていける環境を整えている。さらに、毎年の

予算には設備更新、医療機器増強を組み込み計画的な学習環境整備を行っている。 

学生のサポートについては、学生支援センターや各委員会が中心となり、入学前教育

から始まり、基礎教育、キャリア支援、学生相談など学生の学習をサポートする体制が

整備されている。専門の臨床心理士の配置などメンタル面でのサポートにも力を入れて

いる。 

今回の収容定員変更にともなう学習環境および環境整備方針の変更はなく、引き続き

環境整備の強化に取り組んでいく。 
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４）継続的改善 

本学では、内部質保証の取り組みとして23ある委員会単位でのPDCAを行っており、教

学、研究、大学運営について継続的な改善を図っている。PDCAのテーマは中期計画に連

動した内容であり、自己点検委員会が取り纏めを行い、毎年、全体について教授会での

確認を行っている。 

教育課程における継続的改善は、教学マネージメント委員会、教務委員会を中心に定期

的な評価とフィードバックを行い、継続的改善に取り組んでいる。 

また、学生の意見や要望を反映し、教育内容や方法を適宜見直している。学生アンケー

トを毎年行っているが、2023年度4年生卒業時のアンケート（回答数79名、回答率100％）

における「本学の授業に対する取り組みと満足度」に関する設問では、97.3％の学生か

ら「授業に満足している」との回答を得ている。これらの取り組みにより、今後も継続

的な改善を続けていく。 

 

②教育方法 

１）教育方法の多様性 

本学では、学生が主体的に学び取り組むような教育方法（グループワーク、ディスカ

ッションなど）を導入している。また実践的学習として、実験、実習は特に力を入れて

いる分野であり、少人数のグループ編成、多数の教員配置により、理論と実践を結びつ

ける機会を提供している。さらに多様性を理解することにつながる国際交流に力を入れ

ており、ベトナム、台湾での研修、相互交流等を行い、渡航費用については本学独自の

奨学金による約半額の補助を行っている。これらの教育方法の多様性への取り組みにつ

いて、今回の収容定員変更にともなう変更はない。 

 

２）学外連携 

本学は法人設立母体である島津製作所や本学卒業生の多くが在籍する京都、滋賀地区

の医療機関などと連携して、現場での実践的な学びを提供している。島津製作所からは

最先端の医療機器の開発技術者を非常勤講師として任用し最新の知識を吸収する機会と

なっている。また、島津製作所において医療機器製造現場の見学や、職場体験、医学研

究者の講演会など、さまざまな体験が可能となっている。 

医療機関との連携については、多くの卒業生が在籍する関西屈指の総合病院で臨床実習

を実施している。提携医療機関における臨床実習指導者数は156名（2024年度予定）であ

り、540時間にわたり最先端の臨床技術を経験することが出来る。 

海外の連携先としては、ベトナム有数のチョーライ病院やフエ医科薬科大学と学術協

定を結び、学術交流や現地医療機関での研修など、国際的な視野、日本の医療機関との

違いの学びなど、多様性の理解につながる教育を行っている。台湾の元培医事科技大学

は本学の卒業生が台湾で設立した医療大学であり、学術協定を締結し長年にわたり交流

を行っている。毎年、本学学生は台湾研修に参加しているが、本学と同じ診療放射線技

術を学ぶ学生同士が活発な交流を行っている。このような学外連携の取り組みについて、

今回の収容定員変更にともなう変更はない。 

 

③履修指導方法 

学習成果の評価とフィードバックについては、多様な評価方法を取り入れている。定

期テストだけでなく、普段の学習状況の把握と学習習慣定着のための小テスト、レポー
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ト、プレゼンテーション、実技試験なども行っている。特定の科目についてはグループ

ワークも取り入れており、成果を上げている。これらの履修指導方法についてはシラバ

スに学習目標、成績評価の方法とともにアクティブラーニング要素として記載されてい

る。履修指導方法について、今回の収容定員変更にともなう変更はない。 

 

④S/T比率 

本学の過去5年間のS/T比率の実績は下記のとおりである。 

前述の「2．学則変更（収容定員変更）の必要性(2)収容定員変更の必要性 ②入学定員と

入学者数の乖離」にて説明したとおり、本学の過去8年間の入学者数は90名前後で推移し

ており、今後はこの入学定員と入学者数の乖離を是正していくため、下記のとおり定員

変更後のS/T比率も従来と大きな差は生じないと考えている。なお、令和7年度から完成

年度である令和10年度までのS/T比率については、毎年度、定員の90名が入学するものと

し、既に入学している学年については実際の在学生数をもとに算出した。 

 

令和2年度から令和6年度のS/T比率実績および令和7年度から令和10年度のS/T比率予定 
 

令
和
２
年
度 

令
和
３
年
度 

令
和
４
年
度 

令
和
５
年
度 

令
和
６
年
度 

令
和
７
年
度 

令
和
８
年
度 

令
和
９
年
度 

令
和
１
０
年
度 

 

16.7 16.3 16.6 17.2 17.0 16.9 16.5 16.3 16.4 

 

朝日新聞・河合塾の共同調査「ひらく日本の大学」の2023年度調査によると私立大学

保健系学部のS/T比率は、最大値35.9、中央値17.5、最小値5.4であり、多くの私立大学

において、概ね15から20の間に分布している。本学のS/T比率は、他の私立大学保健系学

部と比較しても遜色はなく、適切な範囲であると判断している。 

S/T比率を適正に保つためにも、収容定員超過に対する厳格化の方針に従い、収容定員変

更後は実際の在籍学生数を収容定員に可能な限り近づける努力を行う。 

なお、教員組織について、今回の収容定員変更にともなう変更はない。 

 

⑤少人数教育 

本学は小規模単科大学であり、その特徴を生かした少人数教育を実施している。講義

の中でも特に少人数により教育効果が見込まれるプログラミングや英語教育については、

1つの学年を2～3組のグループに分け、教員が複数回、同じ講義を行うことにより、個々

の学生に対して手厚い指導が行える体制を取っている。同様に実験科目については、学

生を数人のグループに分けた上で指導を行い、複数の教員を同時に配置することにより、

教育効果を高めている。成績不振学生についての指導は個々の学生の状況を把握した上

で、科目ごとに補習授業を行うとともに、4年生の総合演習授業において、一定の成績に

至らない学生については、特別補講を行っている。 

 

⑥臨床実習体制の強化 

臨床実習は、京都および滋賀地域の代表的な総合病院を網羅して、540時間にわたり実
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践に即した指導を行っている。2023年度までは14病院で臨床実習を行っていたが、さら

に複数病院での実習を可能とした実習体制を強化すべく、2024年度から16病院において

臨床実習を実施する予定である。複数の実習先を経験し、視野や就職先の選択肢を広げ

る施策に、今後も継続して取り組んでいく。 

 

以上の①～⑥に示したとおり、収容定員増加後の教育や教員組織が変更前と比較して同

等以上であることが適切に担保されていると判断している。 

 

イ）施設・設備について 

本学では、1年生から4年生が同時限に平行して講義を受講できるように全座席数110名以

上の教室が4室配置されている。従って、定員90名に対する全員授業・試験について必要十分

な施設・設備が設置されている。一方で、前述のとおり、本学では少人数教育に力を入れて

おり、プログラミングや英語教育は1つの学年を2～3組のグループに分け、教員が複数回、同

じ講義を行うことにより教育効果の向上を図っている。これらの講義に使用する教室は、少

人数授業用として、全座席数が35名から63名の教室を７室配置している。1組あたりの学生数

は通常、30名以下となるので、少人数教育ついても、必要十分な施設・設備が確保されてい

る。 

講義が支障なく可能なことを具体的に示すために、実際の授業時間割に利用教室と受講学生

数を記載した資料を資料１（2024年度前期時間割）資料２（履修者数集計表）として示す。

以上のことから、収容定員増加後の施設・設備が教育に支障なく適切に整備されていると判

断している。 
 

 

各教室座席数一覧 

教室 全座席数 用途 座席配置 

A501 120 全員授業・試験 1 列席 

C305 128 全員授業・試験 1 列席 

C303 117 全員授業・試験 1 列席 

A302 110 全員授業 2 列席 

A304 110 全員授業 2 列席 

C202（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習室） 110 全員授業 固定 

A401 63 小人数授業 1 列席 

A402 53 小人数授業 1 列席 

B308 53 小人数授業 2 列席 

B309 53 小人数授業 2 列席 

A301（MM 教室） 52 小人数授業 固定 

A403 50 小人数授業 1 列席 

C301（ｾﾐﾅｰ室） 35 小人数授業 1 列席 
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

１前 1 〇 1
１後 1 〇 1
１前 1 〇 1
１後 1 〇 1
１前 1 〇 1
１前 1 〇 1
１後 1 〇 1

文章表現の方法 １前 1 〇 1
コミュニケーション論 １前 1 〇 1
現代社会と倫理 １後 1 〇 1
心理学入門 １後 1 〇 1
日本文学を読む １後 1 〇 1
社会と医療 １前 1 〇 3 1
健康な生活と医療の法 １前 1 〇 4
時事問題から学ぶ日本経済 １前 1 〇 1
英語 １前 1 〇 1
医療英語 １後 1 〇 1
医療英語コミュニケーション ２前 1 〇 1
英語コミュニケーション　I １前 1 〇 1
英語コミュニケーション Ⅱ １後 1 〇 1
中国語入門 １前 1 〇 1
中国語コミュニケーション １後 1 〇 1

１前 1 〇 1 1
－ 11 10 2 5 3 9 0 0 13 －

１後 1 〇 1

１前 2 〇 1

１後 2 〇 1

３前 1 〇 1 1

１後 2 〇 1

１後 2 〇 1

２前 2 〇 1

２後 2 〇 1

３前 1 〇 1 2

１後 2 〇 1

３後 1 〇 1

３後 1 〇 1

１後 2 〇 1

２後 1 〇 1 1

２前 2 〇 1 1

１後 2 〇 1

２前 2 〇 1

１後 2 〇 1

２前 2 〇 1

２前 2 〇 1

２前 2 〇 1

２前 2 〇 1

２後 2 〇 1

２後 1 〇 1 1

小計（24科目） － 39 1 1 14 2 3 3 0 8 －
１前 1 〇 2 2 2 3
２前 2 〇 1
２後 2 〇 1
３前 2 〇 1
２前 2 〇 1
３前 2 〇 1
３前 2 〇 1
３後 2 〇 1
４前 1 〇 3
２後 2 〇 1
３前 2 〇 1
３後 1 〇 1
４前 1 〇 3
４通 1 〇 1
３前 1 〇 1 2
３前 1 〇 1 1 1
３後 1 〇 1 2
３後 1 〇 1 1 1
３前 2 〇 1
３前 2 〇 1
３後 2 〇 1
３前 2 〇 1
３前 2 〇 1
３後 2 〇 1
３後 1 〇 1
２前 2 〇 1
２後 2 〇 1
２前 2 〇 1
２後 2 〇 1
３後 1 〇 1
２後 2 〇 1
３前 2 〇 1

医療安全管理学 ３後 2 〇 1
２後 1 〇 3 2 2 3
４前 1 〇 10 3 6 3
２後 2 〇 1 1
４前 6 〇 1 2
４前 2 〇 1 1
４前 2 〇 1 1
－ － 65 3 1 35 16 19 20 0 4 －

３通 2 〇 10 3 6 3
４後 4 〇

－ － 6 10 3 6 3 0 0
－ － 121 14 4 10 3 6 3 0 31

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業の標準時間 90分

本学に定める授業科目を履修し、4年以上在籍し128単位以上を習得すること。128単位の内訳は以下の通りである。
「基礎分野」を必修11科目、選択科目4単位習得し、「専門基礎分野」を必修科目39単位、「専門分野」を必修科目65単位、
「専門基礎分野」及び「専門分野」全体から選択科目3単位習得すること。加えて「総合科目」から必修科目6単位習得するこ
と。（履修科目の登録の上限：年間48単位）

合計（88科目） －

学位又は称号 学士（放射線技術学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除く）

社
会

科
学

外
国
語

初年次に学ぶ大学でのｽﾀﾃﾞｨ・ｽｷﾙｽﾞ

医療情報学Ⅰ
医療情報学Ⅱ
医療画像情報学
画像工学
画像工学特論

核医学検査技術学臨床実習
放射線治療技術学臨床実習

核医学検査技術学

放射線治療技術学

放射線腫瘍学概論
放射線治療技術学Ⅰ
放射線治療技術学Ⅱ
放射線治療技術学Ⅲ

医用工学Ⅰ
医用工学Ⅱ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医療科学部放射線技術学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

基礎数学
数学
物理学
化学
コンピュータ学
コンピュータ演習

基
礎
分
野

科学的思考の基盤

人間と生活

人
文
科
学

情報処理学

小計（23科目）

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能及び疾
病の成り立ち

生命・医療倫理学
解剖学Ⅰ
解剖学Ⅱ
解剖学特論
細胞生物学
生理学
臨床医学概論Ⅰ
臨床医学概論Ⅱ
臨床医学概論Ⅲ
臨床心理学
救急医学
看護学概論
プログラミング概論
プログラミング演習
応用数学

診療画像検査学Ⅱ
診療画像検査学Ⅲ
画像機器工学特論
臨床画像学Ⅰ
臨床画像学Ⅱ

診療放射線技術学概論

放射線物理学Ⅰ
放射線物理学Ⅱ
放射線生物学
放射化学
放射線計測学Ⅰ
放射線計測学Ⅱ
専門基礎科目実験

診療画像機器学Ⅰ
診療画像機器学Ⅱ
診療画像機器学Ⅲ
エックス線撮影技術学
診療画像検査学Ⅰ

実践臨床画像学
診療画像技術学臨床実習Ⅰ
診療画像技術学臨床実習Ⅱ

医療画像情報学

画像診断技術学
診療画像解剖学演習
先端放射線技術学特論
専門科目実験Ⅰ
専門科目実験Ⅱ

－

保健医療福祉における理
工学的基礎並びに放射線

の科学及び技術

－

小計（39科目）

臨床実習

－

小計（2科目） －

総
合

科
目

総合研究
総合演習

専門科目実験Ⅲ
専門科目実験Ⅳ
臨床核医学概論
核医学検査技術学Ⅰ
核医学検査技術学Ⅱ

専
門
分
野

診療画像技術学・臨床画
像学

放射線安全管理学

実践臨床画像学

放射線安全管理学Ⅰ
放射線安全管理学Ⅱ
医療安全管理学
実践臨床画像学実習
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2024年度　前期時間割　

C202

医療英語コミュニ
ケーション（必須）

B308
少人数授業

座席数53：履修者24

医療英語コミュニ
ケーション（必須）

B308
少人数対応の授業
座席数53：履修者24

C202

医療英語コミュニ
ケーション（必須）

B308
少人数対応の授業
座席数53：履修者23

医療英語コミュニ
ケーション（必須）

B308
少人数対応の授業
座席数53：履修者23

1
2
3
4

履修年次 1学年 ２学年 ３学年

専門科目実験Ⅰ
（必須）

【前期前半】
放射線実験室

全員対応可能な授業
座席数110
：履修者46

文章表現の方法(必修) 医療情報学Ⅰ（必須）

1

A501

火
曜
日

1

放射線生物学（必須） 臨床画像学Ⅱ（必須）

月
曜
日

2

C305
全員対応可能な授業
座席数117：履修者84

全員対応可能な授業
座席数128：履修者94

C303 C305

少人数対応の授業
座席数63：履修者28

3

A501
少人数対応の授業
座席数52：履修者28

少人数対応の授業
座席数63：履修者28

全員対応可能な授業
座席数128：履修者100

全員対応可能な授業
座席数120：履修者100

全員対応可能な授業
座席数120：履修者75

診療画像検査学Ⅰ（必須）

専門科目実験Ⅱ
（必須）

【前期後半】

A401 C202 A301(MM) C305 C303
文章表現の方法(必修) ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ学(必修) 英　語(必修) 応用数学（必須）

英　語 (必修) 文章表現の方法(必修) ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ学(必修) 放射線計測学Ⅰ（必須）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ学(必修)

Ｂ
① ② ③

４学年
曜日

時
限

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

診療画像検査学Ⅱ（必須）

全員対応可能な授業
座席数117：履修者94

4

C202 A301(MM) A401 C303 C305
少人数対応の授業

座席数110：履修者28
少人数対応の授業
座席数52：履修者28

少人数対応の授業
座席数63：履修者28

3

英　語(必修)

全員対応可能な授業
座席数117：履修者57

全員対応可能な授業
座席数128：履修者96

4 全員対応可能な授業
座席数110
：履修者46

全員対応可能な授業
座席数63：履修者42

全員対応可能な授業
座席数63：履修者42

解剖学Ⅰ（必須）

全員対応可能な授業
座席数128：履修者82

2

社会と医療（選択） 医用工学Ⅱ（必須）

総合研究
(各ゼミ室)

放射化学（必須）
C303

初年次に学ぶ大学でのスタディ・スキルズ（必修）

A401/体育館・グラウンド

水
曜
日

1

2

中国語入門（選択） 英語コミュニケーションⅠ（選択） 診療画像機器学Ⅲ（必須） 診療画像解剖学演習（選択）

A402 A304 C305 C202

3

英語コミュニケーションⅠ（選択） 中国語入門（選択） 医療画像情報学（必須） 放射線腫瘍学概論（必須） 診療画像解剖学演習（選択）

全員対応可能な授業
座席数128：履修者92

全員対応可能な授業
座席数120：履修者75

A304 A402 C303 C305 A501
少人数対応の授業

座席数110：履修者29
少人数対応の授業
座席数53：履修者15

全員対応可能な授業
座席数117：履修者94

少人数対応の授業
座席数53：履修者12

少人数対応の授業
座席数110：履修者28

全員対応可能な授業
座席数128：履修者100

全員対応可能な授業
座席数110：履修者75

全員対応可能な授業
座席数117：履修者94

全員対応可能な授業
座席数128：履修者100

放射線物理学Ⅱ（必須） 放射線安全管理学Ⅱ（必須）

4

コンピュータ演習（自由） 診療画像機器学Ⅰ（必須） 臨床核医学概論（必須）
C202 C303 C305

全員対応可能な授業
座席数110：履修者11

1

全員対応可能な授業
座席数128：履修者32

臨床医学概論Ⅰ（必須）

総合研究
（ゼミ室）

A304 C303
全員対応可能な授業
座席数110：履修者94

全員対応可能な授業
座席数117：履修者100

専門科目実験Ⅱ
（必須）

【前期後半】

木
曜
日

放射線治療技術学特論（選択）

4

健康な生活と医療の法（選択）

C305

A402 C303
少人数対応の授業
座席数53：履修者37

全員対応可能な授業
座席数117：履修者94

3

コミュニケーション論（必修）
A501

2

基礎数学（自由）

A501
全員対応可能な授業
座席数120：履修者61

全員対応可能な授業
座席数120：履修者84

放射線安全管理学特論（選択）

C303
全員対応可能な授業
座席数117：履修者35

A304 A302 C305

C305

物理学（必修） エックス線撮影技術学（必須） 核医学検査技術学Ⅰ（必須）

金
曜
日

2

3

4

全員対応可能な授業
座席数110：履修者84

全員対応可能な授業
座席数128：履修者87

全員対応可能な授業
座席数110：履修者94

全員対応可能な授業
座席数128：履修者100

全員対応可能な授業
座席数128：履修者92

少人数対応の授業
座席数53：履修者13

A402 C305

1

診療放射線技術学概論（必修）

時事問題から学ぶ日本経済（選択） 臨床医学概論Ⅲ（必須）

土
曜
日

A301(MM) A401 C202 C305

少人数対応の授業
座席数110：履修者28

少人数対応の授業
座席数52：履修者28

A501

診療画像技術学特論（選択）
C305

画像機器工学特論（選択）

全員対応可能な授業
座席数128：履修者94

専門科目実験Ⅰ
（必須）

【前期前半】
放射線実験室

全員対応可能な授業
座席数117：履修者100

全員対応可能な授業
座席数120：履修者78

全員対応可能な授業
座席数128：履修者94

C305 A304
全員対応可能な授業
座席数128：履修者94

全員対応可能な授業
座席数110：履修者100

放射線治療技術学Ⅰ（必須） 診療画像解剖学演習（選択）

少人数対応の授業
座席数110：履修者28

資料１（2024年度前期時間割）
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）収容定員を増加する組織の概要

①収容定員を増加する組織の概要（名称，入学定員，収容定員，所在地）

京都医療科学大学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、医療科学に関する高度の

知識及び技術について教育・研究するとともに、品性を陶冶し、国民の保健医療の向上に寄

与できる有為の医療専門職の人材を育成することを目的とする。具体的には医療施設等に従

事する診療放射線技師の養成施設である。 

収容定員を増加する組織 入学定員 収容定員 
所在地 

(教育研究を行うキャンパス) 

京都医療科学大学 

医療科学部 

放射線技術学科 

90 360 
京都府南丹市園部町 

小山東町今北1-3 

②収容定員を増加する組織の特色

養成する人材像は次のとおりである。 

 京都医療科学大学の建学の精神により、以下のような能力を身につけ、かつ本学の学則に

定める卒業に必要なすべての授業科目の単位を修得した者について、卒業を認定し学位

を授与する。 

・品性を陶冶し、チーム医療の一員としてコミュニケーション能力と幅広い一般教養を兼

ね備えている。

・医療技術に関する専門的知識 及び 基礎となる知識を十分に修得している。

・思考力、理解力を有し日々進歩する技術に自ら対応できる能力を備えている。

・医療技術で地域社会・グローバル社会に貢献するとともに、国民の保健医療の向上に

寄与し、人類の健康への願いを実現する強い意欲を持っている。

本学は以上のようなディプロマポリシーに基づき、診療放射線技師学校養成所指定規則に

則った教育を実施し、診療放射線技師を育成する施設である。 

（２）人材需要の社会的な動向等

①収容定員を増加する組織で養成する人材の全国的，地域的，社会的動向の分析

１）病院在籍者数と国家試験合格者数の割合（他の医療職との比較）

医療施設における診療放射線技師の需要は高く、いまだに就職求人数が毎年の国家

試験合格者数を上回っている状況である。厚生労働省の医療施設調査ホームページに
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よると、令和4年度卒の国家試験合格者数は2,793名であり、令和2年の病院在籍者数は

45,177名となっている。調査年度に若干のずれがあるものの、その割合は6.2％であり、

医師の3.8％についで、国家試験合格者数の割合が少ない。一方で、理学療法士の令

和4年度卒の国家試験合格者数は10,096名に対して、病院在籍者数は84,459名となって

おり、割合は12.0％である。診療放射線技師は医療職種の中でも医師についで供給が

少ない状況と言え、本学は教育目的に従って、一人でも多くの優秀な診療放射線技師を

社会に送り出すのが使命であると考えている。  

２）診療放射線技師の給与状況

このような状況を反映して、診療放射線技師は給与についても、他の医療職種と比べて

高い。人事院統計情報「令和元年民間給与の実態」によると、医師を除く他の医療技術職と

の比較において、診療放射線技師の平均給与月額は、40歳以上退職までの年齢におい

て、最も高い給与となっている。 

②中長期的な１８歳人口等入学対象人口の全国的，地域的動向の分析

１）診療放射線技師に関わる全国養成施設受験者数、入学者数の推移

本学が開学した平成19年度における全国養成施設受験者数は8,524名であったのに対

して、令和4年度における受験者数は18,342名となり、2.15倍に増加している。これは、全

国に診療放射線技師養成施設が増加したことが主な要因であるが、全国の養成施設入

学者数は、平成19年度に2,339名であったのに対して、令和4年度の入学者数は3,606名

となっており、その倍率は1.54倍に留まっている。このことは、診療放射線技師養成施設

の定員以上に受験者が増えたことを意味している。診療放射線技術は、新たな診断方法
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の発見や新たな医療機器の開発により、その活躍範囲が広がり、業務が拡大してきた歴

史がある。 

当初、Ｘ線診断装置から始まった分野ではあるが、いまではCT装置、MRI装置、超音波

診断装置、核医学診断装置など、様々な診断モダリティが業務対象となり、さらに医療情報

システムなど医療施設の業務効率化に欠かせない各種の情報モダリティも診療放射線技

師の対象業務となっている。 

今後も、医療技術の発展とともに、このような傾向が続き、業務拡大に呼応した形で、教

育需要、就職需要も拡大していくものと予想される。 

２）医療技術の進歩、人口の高齢化に伴う、診療放射線技師の需要増加

医療技術の進歩や人口の高齢化に伴い、診療放射線技師の需要が増加している。

診療放射線技師は、診断や治療の際に必要な画像診断技術や放射線治療技術を提供

する役割を担っており、医療現場で重要な存在である。需要の増加により、多くの学生が

診療放射線技師の養成を希望すると思われる。診療放射線技師は、放射線装置の操作

や画像解析、患者の状態評価など、高度な技術と知識を必要とする職業である。このよう

な専門的なスキルを身につけ国家資格を得るためには、診療放射線技師養成施設での

教育が不可欠である。自身の専門性を高め、社会で活躍することが出来る診療放射線技

師養成施設への入学希望は、さらに増加すると思われる。 
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３）高い就職・キャリアの見込み

診療放射線技師は、医療現場で専門知識とスキルを活かす職業である。そのため、就

職やキャリアの見込みが高いとされている。診療放射線技師の養成施設に入学すること

で、将来的に安定した雇用やキャリアの成長が期待できるため、今後も多くの学生が養

成施設に進学を希望すると思われる。医療分野における人材不足の影響や需要増加に

より、診療放射線技師の給与水準も高い水準を保っている。経済的な面での魅力が高い

ため、養成施設への入学志願者数が、引き続き増加する可能性がある。医療分野では

常に新たな技術や治療法が開発されている。診療放射線技師としてのキャリアを築くこと

で、最新の技術や研究への関与や貢献が期待できる。多くの学生が自身の興味や関心

に合致する診療放射線技師の養成施設に進学を希望する可能性が高い。 

４）社会的な認知度の向上

近年、放射線技術や医療の重要性に対する社会の認識が高まっている。放射線技師

の役割や貢献がメディアを通じて広く知られるようになり、その職業への関心も高まってい

る。これにより、診療放射線技師の養成施設への入学志願者数が、引き続き増加する可

能性がある。診療放射線技師は、医療現場で患者の診断や治療に必要な画像情報を提

供し、医療チームの一員として重要な役割を果たす。医療の向上や患者の健康をサポー

トする専門家としての社会的貢献が期待されるため、多くの学生がこのような貢献意識を

持ち、この分野での根強い人気につながる可能性が高い。 

③収容定員を増加する組織の主な学生募集地域

全国の診療放射線技師養成施設が増加するにつれ、本学においても地元からの入学生の

割合が増えている。【資料１】特に下宿をしないで済む通学圏となる、京都府南部、滋賀県、大

阪府北部の入学生の割合が大きい。これらの地域においても診療放射線技師に関する教育

需要や、医療施設の求人需要は大きいが、一方で、本学は京都府および滋賀県で唯一の診

療放射線技師養成施設である。長い歴史の中で培った評価、実績により、これらの地域にお

ける診療放射線技師教育を一手に引き受けており、学生確保における固い基盤となってい

る。収容定員を増加する組織が置かれる都道府県への入学状況を【資料１】に示す。 
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関西圏における診療放射線技師養成施設

学校名（学部・学科） 学科・専攻名 指定 区分 所在地

京都医療科学大学
放射線技術学科 文部科学大臣 私立 京都府南丹市

医療科学部

大阪大学
放射線技術科学専攻 文部科学大臣 国立 大阪府吹田市

医学部保健学科

大阪物療大学
診療放射線技術学科 文部科学大臣 私立 大阪府堺市

保健医療学部

森ノ宮医療大学
診療放射線学科 文部科学大臣 私立 大阪府大阪市

保健医療学部

神戸常盤大学
診療放射線学科 文部科学大臣 私立 兵庫県神戸市

保健科学部

大阪行岡医療専門学校
放射線科 厚生労働大臣 私立 大阪府大阪市

長柄校

大阪ハイテクノロジー専
診療放射線技師学科 厚生労働大臣 私立 大阪府大阪市

門学校

清恵会第二医療専門学
放射線技師科 厚生労働大臣 私立 大阪府堺市

院

神戸総合医療専門学校 診療放射線科 厚生労働大臣 私立 兵庫県神戸市

【添付データ］
・収容定員を増加する組織が置かれる都道府県への入学状況（別紙1)

④既設組織の定員充足の状況

本学は平成19年の大学開学以来、教育内容の充実、施設・設備の整備など、優れた診療

放射線技師を輩出するという社会的使命を果たすために教職員が総力を挙げて取り組んで

きた。また、本学の知名度向上、ブランディングを目指して広報を強化するとともに総合入試

を始めとした入試改革も進めてきた。その結果、入学志願者数も順調に伸ばしてきた。

平成19年当時の18歳人口1,224千人は令和4年には1,094千人に減少している。一方で、

診療放射線技師養成施設は、平成19年の39校から令和4年には54校に増加している。この

ような状況にも関わらず、本学の入学志願者数は約25％増加しており、入試倍率（志願者倍
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率）は全ての入学試験において常に3～5倍を維持している。過去からの推移と、診療放射

線技師養成に対する社会的要請の強まり、業務拡大等による人員不足を勘案すると、今後

も安定的に学生の確保は可能であると予想される。 

【添付データ】 

・既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）（別紙２）

（３）学生確保の見通し

①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果

ア 既設組織における取組とその目標

１）高等学校訪問の取り組み

本学では、毎年6月～8月の志望大学決定時期に合わせて、教職員OB、現役教職員を

動員して高校訪問を行っている。【資料４】過去の志願者数、入学者数、卒業生の就職先

等を募集広報管理システムにより一元管理し、高校別にランク分けした上で、優先的に訪

問する高校を決定している。このシステムにより、過去の訪問時の状況も容易に検索表示

できるようになっている。

訪問に際しては、出来るだけ毎年同じ教職員が訪問するように配慮し、高校の進路指

導教員との人的パイプの構築にも力を入れている。本学の過去の経験から、オープンキ

ャンパスに参加した高校生の受験率は極めて高いので、高校訪問に際しては、まずオー

プンキャンパスに参加してもらえるよう説明を行っている。 

診療放射線技師を養成する放射線技術学科は、看護学科や理学療法学科と比べて、

医療系職種の中でも未だ認知度の低い学科である。高校訪問は、高校生たちに対して

大学の理解を促進する機会となる。教職員が自身の専門分野や大学での学びについて

説明することで、高校の進路指導教員を通じて高校生たちは大学教育の内容や特徴を

より具体的に理解することができる。 

【添付データ】 

・既設学科等の学生募集のための PR 活動の過去の実績（別紙３）

２）オープンキャンパスの取り組み

本学では、年10回のオープンキャンパスを実施し、教職員全員で取り組んでいる。特に診

療放射線技師の魅力を伝えることに重点を置き、毎回本学卒業生が参加して仕事の魅力を

紹介している。卒業後の自己の姿をイメージできるため参加者にも好評である。【資料２】 

さらに志望大学を決定する時期である7月、8月には多数の本学卒業生が来訪し、実際の
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現場における経験をもとに医療装置をつかった説明を行い、本学の特徴や魅力を具体

的に伝える内容となっている。【資料３】 

３）奨学金創設等の取り組み

本学では、株式会社島津製作所からの支援により大学創立90周年の記念事業として、返

還不要の給付金奨学金制度「島津奨学金」を創設した。当初は、島津製作所からの毎年の

寄付金を原資としていたが、令和4年度からは、島津製作所からの株式寄付を第3号基本金

として組み入れ、株式配当金を原資とする「島津基金」として運用を行っている。特待新入

生奨学金、特待生奨学金、資格取得奨励奨学金、経済支援奨学金、学外活動奨学金など

の種類があるが、中でも特待新入生奨学金は、授業料の全額または半額が免除となり、入

学志願者増加につながる本学の魅力となっている。 

資格取得奨励奨学金は学生の学修意欲を向上させ、難関の第1種放射線取扱主任者試

験に毎年10名以上の合格者を出している。すなわち奨学金制度の本来の目的である教育

の機会均等、優秀な学生の発掘と育成等の社会的貢献のみならず、本学への入学志願者

の募集力向上にも大きく寄与している。【資料６】 

奨学金を提供することで、優秀な学生が本学に進学しやすくなり、大学ブランディング強

化、教育レベルの向上が期待できる。さらに、大学の魅力を高めることにより、学生のみなら

ず優秀な教員を引きつける役割も果たしており教育品質の向上や研究力の強化にもつな

がっている。 【資料7】 

イ 収容定員を増加する組織における取組とその目標

１）広報活動の強化

18 歳人口の減少が続く中で、国家資格を必要する資格系職種である医療職への受験

生需要は堅調である。さらに患者を救うという社会貢献が魅力となり、今後も受験生需要

は他の分野よりも安定した傾向が続くと思われる。一方で、医療職の中では、看護や理学

療法と比較して、診療放射線技師は受験生に対する認知度がまだ低いため広報的な努

力は欠かせない。幸いにして、ドラマや映画の影響もあり、少しずつ認知度が上がりつつ

あるが、本学としても、オープンキャンパス等に積極的に取り組み、学生確保に向けた努

力を続けている。

２）国際交流の強化

   社会がますますグローバル化する中で、本学では国際交流を重要な施策の柱として

進めている。国際交流は異なる文化や価値観を理解し、尊重する機会を提供する。異な
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る背景を持つ人々との交流を通じて、自身の視野を広げることができるので、医療職を目

指す本学の学生には特に重要である。同時に、国際交流は外国語（特に英語）の習得に

大きく寄与する。交流によって、実践的な言語能力を向上させることができる。実際に就職

先の医療機関では、インバウンドによる訪日客の受診など、英語を使う機会が増えており、

社会的な要請ともいえる。本学では、ベトナム、台湾等との国際交流に力を入れており、費

用の半分を大学で補助するなど、積極的な参加を促している。ベトナムについては、ホー

チミンにあるベトナム 3 大病院の一つであるチョーライ病院との交流を長年続けているが、

令和元年には、フエ医科薬科大学と学術協定を締結し、令和 5 年度からベトナム学生の

受け入れを行う予定である。さらに、国内の 18 歳人口が減少する中で、将来的にはアジ

アからの留学生を入学志願者確保の施策として視野に入れている。

アジア各国の中では、日本の放射線医学、診療放射線技師教育のレベルは最も高く、

日本への留学を希望する声も頻繁に聞かれる。今後、両国の高等教育機関、医療施設、

医療機器メーカーの三者による提携により、日本が診療放射線分野におけるアジアの指

導的立場となることを目指し、そのことが、本学の入学志願者確保につながるように、さら

に国際交流を強化していく。 

国際交流の実績 

年度 

台湾：元培医事科技大学 
ベトナム：チョーライ病院/ 

フエ医科薬科大学

引率

教員 

参加 

学生数 
日程 

引率 

教員 

参加 

学生数 
日程 

平成 28 年度 1 名 6 8/14(日)～8/20(土) 2 名 3 8/17(水)～26(金) 

平成 29 年度 1 名 7 8/20(日)～8/26(土） 2 名 8 8/17(木)～26(日) 

平成 30 年度 2 名 8 8/19(日)～8/26(日) 2 名 14 8/16(木)～26(日) 

令和元年度 3 名 26 8/18(日)～8/24(土) 2 名 16 8/15(木)～25(日) 

令和 4 年度 中止 4 名 12 3/12(日)～23(木) 

※令和 2 年度、令和 3 年度 コロナにより中止

３）就職先訪問の強化

学生が就職した就職先に対しては、卒業後間もない時期に、教職員 OB、現役教職員を動

員して、お礼のために、訪問を行っている。教職員が学生の就職先を訪問することにより、そ

の医療機関や企業の情報を学生に直接的に提供することができる。学生は実際に訪問した教
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職員から、病院や企業の雰囲気、仕事内容などを聞き、より具体的な情報を得ることができる。

さらに、学生に対して実践的なキャリア指導を行うことができる。同時に学生のモチベーション

を向上させる効果もある。教職員は就職先との関係を築き、学生にとって有益なつながりを作

り出すことができ、これにより、学生は就職後のサポートやキャリアの可能性を広げることができ

る。開学以来、就職率 100％は本学の大きな強みであり、これらの取り組みをさらに強化して

いく。【資料５】 

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく，収容定員を増加する組織での入学者の見込み数

前述した、高校学校訪問、オープンキャンパス等の取り組みに加えて、さらに国際交流の強

化、就職先訪問の強化等の取り組みを実施することにより、従来の実績である入学者数 90 名

は問題なく今後も維持できると見込んでいる。

②競合校の状況分析（立地条件，養成人材，教育内容と方法の類似性と定員充足状況）

ア 競合校の選定理由と収容定員を増加する組織との比較分析，優位性

本学は診療放射線技師の養成学校であり、関西で競合する 4 年制の大学は、森ノ宮医療

大学（大阪府大阪市）、大阪物療大学（大阪府堺市）、神戸常盤大学（兵庫県神戸市）の 3

校となる。診療放射線技師養成学校には専門学校もあるが、教育内容も異なり、ほとんど競

合することは無い。

競合校には無い本学の優位性、特徴は下記のとおりであり、この優位性を生かすことによ

り、十分に入学志願者の確保は可能であると考えている。 

１）就職に関する優位性

本学には、学友会という卒業生組織があり、極めて強いネットワークとなっている。卒業

生は全国の約 1,000 の医療機関で現役として従事しており、卒業生同士、卒業生と大学

とのネットワークが、就職に強いという本学の強みにつながっている。その結果、開学以

来就職率は 100％を維持しており、過去 5 年間求人状況を見て分かるように、求人倍率

は毎年 10 倍を超えている。就職に強いという本学の優位性は長い歴史によるものであ

り、新設大学では難しいものであると考えている。

5 年間の求人状況 

平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

求人(件数) 521 580 454 507 450 

求人(人数) 1,012 1,172 890 972 985 
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２）最新の医療機器の導入

本学では、大学・国公立病院にも引けを取らない最新の医療機器、設備が設置され、学

内における実験実習、総合研究（卒業研究）に活用されている。高額医療機器の多くは、本

学を創設した株式会社島津製作所の寄付によるものである。MRI 装置、マルチスライス CT

装置、核医学診断装置などの、いわゆる高額医療機器のみならず、Ｘ線透視撮影装置、一

般撮影装置、超音波診断装置などについても、大学病院等に導入されている最上級ランク

の装置を具備している。

また本学では、女子学生の増加に対応して、女性診療放射線技師の重要な業務である

乳房撮影に関しても教育内容の充実を図っている。乳房撮影に使用されるマンモグラフィ

装置については、最新のデジタルトモシンセシス（断層機能）撮影にも対応したデジタルマ

ンモグラフ装置を導入している。診療放射線技師養成施設として最高水準に達する医療機

器の導入は、学生教育の充実のみならず、本学の大きな魅力となり、学生募集力の強化に

貢献している。 

今後も、本学は高い教育水準を維持するために最新の教育プログラムや実習プログラム

を提供し、学生の専門的な成長を支援していくと同時に、学内には常に最新の医療装置を

整備し、学生が実践的なトレーニングを受けることができるように努力する。これらの教育環

境や設備の充実は、入学志願者数の増加につながる要素となる可能性が高い。【資料８】 

イ 競合校の入学志願動向等

  診療放射線技師養成施設を含む保健系の学部系統に対する入学志願状況は、日本私

立学校振興・共済事業団「令和4（2022）年度私立大学・短期大学等入学志願動向」の資料

から高い水準で推移している。保健系学部は、医療福祉への貢献、国家資格系であるため

職業安定性が高い等の理由から、一般的に学生が高い関心を持っている分野であり、今後

もこの傾向は継続するものと予想される。また、全国の保健系学部の志願倍率は5倍程度で

推移しているが、本学の志願倍率も5倍程度であり、全国の動向と比較しても遜色がないと

判断される。さらに競合校となる近隣の診療放射線技師養成校の志願倍率との比較におい

ても、本学の志願倍率は高い水準を保持している。   

5年間の保健系学部の志願倍率と入学定員充足率 

出典：日本私立学校振興・共済事業団「令和4（2022）年度私立大学・短期大学等入学志願動向」より

年度 志願倍率 入学定員充足率 

平成30年度 5.26 100.81 

令和元年度 5.38 101.34 

令和2年度 4.93 99.97 

令和3年度 4.66 99.28 

令和4年度 4.22 96.79 
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ウ 収容定員を増加する組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合

のみ）

○ 本学、競合校ともに定員は充足している。

令和4年度入学生 近隣の診療放射線技師養成校(私立大学)入試結果 

学校名 学部学科名 入試方式 定員 
志願 

者数 

志願 

倍率 

京都医療科学大

学 

医療科学部 

放射線技術学科 

総合型選抜 12 94 7.8 

推薦型選抜 40 119 3.0 

一般選抜 28 151 5.4 

合計 80 364 4.6 

学校名 学部学科名 入試方式 定員 
志願 

者数 

志願 

倍率 

森ノ宮医療大学 

(※同時判定入

試、学内併願入

試) 

医療技術学部 

診療放射線学科 

総合型選抜 43 710 16.5 

一般選抜 33 507 15.4 

共通テスト利用 4 17 4.3 

合計 80 1234 15.4 

学校名 学部学科名 入試方式 定員 
志願 

者数 

志願 

倍率 

大阪物療大学 
保健医療学部 

診療放射線学科 

推薦型選抜 40 77 1.9 

一般選抜 40 73 1.8 

合計 80 150 1.9 

学校名 学部学科名 入試方式 定員 
志願 

者数 

志願 

倍率 

神戸常盤大学 
保健科学部 

診療放射線学科 

総合型選抜 14 59 4.2 

推薦型選抜 18 116 6.4 

一般選抜 35 144 4.1 

共通テスト利用 8 20 2.5 

合計 75 339 4.5 
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エ 学生納付金等の金額設定の理由

本学の学生納付金は、入学金、授業料、実験実習料、施設整備費など全てを合計して、1

年次 1,820,000 円、2 年次以降 1,600,000 円となっている。この設定金額は、私立大学の診

療放射線技術学科における標準的なものであり、競合校と比較しても妥当な設定であるた

め、一般的に受け入れられるものと考えられる。 

本学の学生納付金  （単位：円） 

学費 
1 年次 2 年次以降 

入学時 後期 前期 後期 

入学金 250,000 － － － 

授業料 450,000 450,000 450,000 450,000 

実験実習料 145,000 175,000 175,000 175,000 

施設整備費 175,000 175,000 175,000 175,000 

計 1,020,000 800,000 800,000 800,000 

総合計（年間） 1,820,000 1,600,000 

本学と近隣の診療放射線技師養成校授業料(私立大学) 

（単位：円） 

学校名 地域 項目 金額 

京都医療科学大学 
京都府 

南丹市 

初年次納入金 1,820,000 

2 年次以降授業料 1,600,000 

総合計 6,620,000 

森ノ宮医療大学 
大阪府 

大阪市 

初年次納入金 1,800,000 

2 年次以降授業料 1,640,000 

総合計 6,720,000 

大阪物療大学 
大阪府 

堺市 

初年次納入金 1,525,000 

2 年次以降授業料 1,500,000 

総合計 6,185,000 

神戸常盤大学 
兵庫県 

神戸市 

初年次納入金 1,625,000 

2 年次以降授業料 1,500,000 

総合計 6,125,000 

令和 5 年 3 月調べ 
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③先行事例分析

○ 該当なし。

④学生確保に関するアンケート調査

過去の入学実績等の数値に基づき，変更後の入学定員の妥当性は説明可能と判断し、

アンケート調査は行っていない。

⑤人材需要に関するアンケート調査等

１）医師のタスクシフトに関わる業務拡大と人材需要の増大

 医師の働き方改革、各医療関係職種の専門性の活用等を進めるため、長時間労働の

医師に対し医療機関が講ずべき健康確保措置等の整備や、地域医療構想の実現に向

けた医療機関の取り組みに対する支援の強化等の措置を講ずることを目的として法律の

改正が行われた。 

各医療関係職種の専門性の活用の中に、タスクシフト／シェアを推進し医師の負担を

軽減しつつ、医療関係職種がより専門性を生かせるよう各職種の業務範囲の拡大を行う

こととされ、診療放射線技師法の改正も含まれている。法律案が成立したことを受けて、

新たな診療放射線技師法は令和3年10月1日から施行されたが、診療放射線技師の新

たな業務は下記に示す６つの業務である。中でも、静脈路の確保は、従来は医師、看護

師にしか認められていなかった重要な業務であり、これらの業務拡大のために、ますま

す診療放射線技師の社会的必要性が増し、人材需要が増加すると予想される。 

a. 造影剤を使用した検査やＲＩ検査のために静脈路を確保する行為、ＲＩ検査医薬品

の投与が終了した後に抜針及び止血を行う行為

b. ＲＩ検査のためにＲＩ検査医薬品を注入するための装置を接続し、当該装置を操作す

る行為

c. 動脈路に造影剤注入装置を接続する行為（動脈路確保のためのものを除く）、動脈

に造影剤を投与するために造影剤注入装置を操作する行為

d. 下部消化管検査（CTコロノグラフィ検査を含む）のため、注入した造影剤及び空気

を吸引する行為

e. 上部消化管検査のために挿入した鼻腔カテーテルから造影剤を注入する行為、当

該造影剤の投与が終了した後に鼻腔カテーテルを抜去する行為

f. 医師又は歯科医師が診察した患者について、その医師又は歯科医師の指示を受

け、病院又は診療所以外の場所に出張して行う超音波検査
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2)医療施設におけるDX対応に関わる診療放射線技師への期待

医療施設においてDX対応（デジタルトランスフォーメーション）は、効率的な医療プロセス

の実現、患者中心のケアの向上、データ駆動の医療や予防医療の推進、リモートケアや遠

隔診療の促進、医療データのセキュリティとプライバシーの確保、医療の連携とコラボレー

ションの促進など、多岐にわたるメリットがあり重要である。一方で、それを担う人材が不足し

ているのが現状である。医療施設において、診療放射線技師は、デジタル化された高度な

医療機器を扱うことから、最もDX対応への貢献が期待されている医療職種である。診療放

射線技師は、デジタル画像処理技術を活用して患者の画像データを取得し、診断や治療

に必要な情報を提供する。

彼らは画像データの取得・処理・管理に熟練し、デジタル化された医療環境において高

品質かつ効率的な画像データの提供を行うスキルを持っている。デジタル化された医療情

報は、患者のプライバシーとデータのセキュリティが重要である。診療放射線技師は、適切

なデータ保護対策を実施し、個人情報の安全性と患者のプライバシーを確保する役割を常

日頃から果たしている。

AI（人工知能）技術の進展により、画像解析の分野でも新たな可能性が広がっている。診

療放射線技師が扱う医療機器においても、AI技術の活用が盛んに行われており、A]技術を

活用して画像の自動分析や異常検出を行い、医師による診断のサポー トを提供している。

AI技術を適切に活用することで、効率的な診療プロセスや正確な診断の向上が期待されて

vヽる。

診療放射線技師養成施設においては、医療画像情報学を始めとしたDXにつながる専門

科目の教育を行っている。医療施設全体の情報を統合的に管理するための医療情報シス

テムや医療画像の保存、管理、送信を行うためのPACSシステムに診療放射線技師は関わ

っており、医療施設における診療放射線技師に期待される業務は、ますます増大する傾向

にあり、今後も需要が高まっていくものと予想される。その結果、入学志願者数も増加してい

くものと予想される。

(4)収容定員を増加する組織の定員設定の理由

前述したとおり、診療放射線技師養成への社会的ニーズは強く、今後も高い水準で志願

倍率や入学定員充足率が安定的に確保できると予想される。関西圏における診療放射線技

師養成施設の設置状況や本学の入学志願者数を踏まえた結果、高度医療技術者育成への

医療社会からの要請に対応し、国民の保健医療の向上に寄与できる有為の医療専門職の

人材を一人でも多く育成するという使命を果たすために、定員設定の見直しが適切と考え

る。

なお、本学が過去より既に90名前後の入学者を受け入れてきたという実態を鑑み、定員を

90名と設定することが適切であると判断した。
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 京都府 40人 44.0%

2 滋賀県 22人 24.2%

3 兵庫県 6人 6.6%

4 大阪府 5人 5.5%

5 福井県 3人 3.3%

全　　体 91人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 京都府 98.88% 101.59% 99.93%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 保健系学部（大学） 99.97% 99.28% 96.79%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２

大学学部学科等名：
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H30年度入試 H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 平　　均

12人 12人 12人 
延べ人数 志願者数 114人 94人 104人 

受験者数 114人 93人 104人 
合格者数 20人 20人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 114人 94人 104人 
受験者数 114人 93人 104人 
合格者数 20人 20人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 

20人 20人 20人 
35人 35人 40人 40人 40人 38人 

延べ人数 志願者数 94人 110人 198人 174人 119人 139人 
受験者数 94人 109人 198人 171人 112人 137人 
合格者数 44人 50人 77人 65人 62人 60人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 11人 7人 5人 5人 

実 人 数 志願者数 94人 110人 198人 174人 119人 139人 
受験者数 94人 109人 198人 171人 112人 137人 
合格者数 44人 50人 77人 65人 62人 60人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 11人 7人 5人 5人 

44人 50人 66人 58人 57人 55人 
42人 42人 40人 28人 28人 36人 

延べ人数 志願者数 180人 158人 269人 180人 151人 188人 
受験者数 171人 150人 233人 138人 132人 165人 
合格者数 81人 72人 44人 32人 37人 53人 
うち追加合格者数 13人 5人 0人 1人 0人 4人 
辞退者数 29人 32人 15人 20人 13人 22人 

実 人 数 志願者数 180人 158人 269人 180人 151人 188人 
受験者数 171人 150人 233人 138人 132人 165人 
合格者数 81人 72人 44人 32人 37人 53人 
うち追加合格者数 13人 5人 0人 1人 0人 4人 
辞退者数 29人 32人 15人 20人 13人 22人 

52人 40人 29人 12人 24人 31人 

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

3人 3人 0人 0人 0人 1人 
延べ人数 志願者数 0人 1人 1人 0人 0人 0人 

受験者数 0人 1人 1人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 1人 1人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 1人 1人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
80人 80人 80人 80人 80人 80人 

延べ人数 志願者数 274人 269人 468人 468人 364人 369人 
受験者数 265人 260人 432人 423人 337人 343人 
合格者数 125人 122人 121人 117人 119人 121人 
うち追加合格者数 13人 5人 0人 1人 0人 4人 
辞退者数 29人 32人 26人 27人 18人 26人 

実 人 数 志願者数 274人 269人 468人 468人 364人 369人 
受験者数 265人 260人 432人 423人 337人 343人 
合格者数 125人 122人 121人 117人 119人 121人 
うち追加合格者数 13人 5人 0人 1人 0人 4人 
辞退者数 29人 32人 26人 27人 18人 26人 

96人 90人 95人 90人 101人 94人 

３．入学定員充足率
H30年度入試 H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 平　　均

80人 80人 80人 80人 80人 80人 
1.20 1.13 1.19 1.13 1.26 1.18
0.70 0.71 0.79 0.76 0.85 0.76

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
　総合型選抜入試、R3年度入試から開始。R2年度入試から、学校推薦型選抜入試に併願を追加。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：オープンキャンパス

R3年度入試 R4年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 984人 567人

うち受験対象者数(b) 187人 251人

うち受験者数(c) 124人 175人

うち入学者数(d) 80人 78人

（受験率 c/b） 66.31% 69.72%

（入学率 d/b） 42.78% 31.08%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：

R3年度入試 R4年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：

R3年度入試 R4年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

④募集を行った学科等名称及び取組の名称：

R3年度入試 R4年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

⑤募集を行った学科等名称及び取組の名称：

R3年度入試 R4年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

①取組概要

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される
入学者の人数を分析してください。

①取組概要：受験希望者を対象として、アドミッションポリシーを含む本学
での学び、卒業生による診療放射線技師の仕事紹介、入試概要、就職状況、
在学生による本学紹介や相談会、施設案内などを実施した。
R3年度：計10回開催(3/19，5/29，6/19，7/9，7/10，8/6，8/7，8/27，
10/2，12/17）、R4年度：計10回開催（3/20，5/9，6/6，6/27，7/17，8/8，
8/21，9/18，10/30，12/18）※コロナにより一部動画配信など変則的な対応
あり
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
オープンキャンパスは本学の入学志願者確保にとって、最も重要なイベント
である。参加者の満足度は高く、イベント参加者の出願率は高い。本取組を
継続的に行うことで入学者の獲得はできると見込んでいる。

①取組概要

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される
入学者の人数を分析してください。

①取組概要

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される
入学者の人数を分析してください。

①取組概要

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される
入学者の人数を分析してください。
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【資料1】

新入生出身地(入学年度別)
2020年度入学 2021年度入学 2022年度入学 2023年度入学

現4年生 現3年生 現2年生 現1年生

北海道 1

青森

宮城

岩手

秋田

新潟 1

山形

埼玉 1

山梨 1

群馬

茨城

東京都

神奈川 1

千葉 1

栃木 1

長野 1 1

静岡 1 3 2

福井 3 3 1 3

富山 3 1 1

石川 2 1 1 2

愛知 1 1 1 1

岐阜 1 1 1

三重 1

京都 36 42 38 40

大阪 12 7 16 5

滋賀 17 19 21 22

兵庫 3 4 4 6

奈良 1 0 3 1

和歌山 1 2 2

島根 1 1

鳥取

広島 3 1 1 1

岡山 1 2

山口 1

高知 1

香川

愛媛 2 3

徳島 1 1

福岡 1

長崎 1 1 1

熊本 1 1

大分 1

宮崎 1

佐賀

鹿児島

沖縄 1 1 1

総計 95 90 101 91
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OPEN
CAMPUS

12:10 14:30

5 28
オープンキャンパス
診療放射線技師のミリョク紹介診療放射線技師のミリョク紹介 大学の学び紹介（大学紹介）大学の学び紹介（大学紹介）在学生による学内案内在学生による学内案内 在学生との交流在学生との交流 入試ガイダンス入試ガイダンス個別相談個別相談

12:05 15:00

完全予約制
予約は開催日の3週間前
から受付けます。

Let 's g
o!

参加予
約は

コチラ
から!

7月以降から最新学生募集要項配布予定!

日

10 1日8 26 土 12 16 土

6 18 日 7 8 土 9日 8 5 土 6 日

入試対策講座入試対策講座 保護者対象説明保護者対象説明

入試対策イベント

https://www.kyoto-msc.jp/admission/

〒622-0041  京都府南丹市園部町小山東町今北1-3

■JR嵯峨野線（山陰線）園部（そのべ）駅下車 西口より徒歩4分
■園部駅へは…JR京都駅より快速で約35分、JR二条駅より快速で約30分

TEL .0771-63 -0066  FAX.0771-63 -0189

園部
亀岡

新大阪

高槻

JR嵯峨野線
JR琵琶湖線嵯峨嵐山

至草津JR京都線

JR奈良線

本学

京都
約35分

大津
約50分

宇治
約60分

奈良
約90分

大阪
約70分

ACCESS
園部駅から

徒歩4分

パソコンは
コチラから

オープンキャンパス・
資料請求の申し込み、
受験生向け情報が
盛りだくさん!!

至綾部

京都医療科学大学を友だち登録して受験生向け
情報をキャッチしよう!

入試専用公式アカウント

本学卒業生現役の診療放射線技師が毎回登場。病の第一
発見者「診療放射線技師」の仕事内容や魅力を紹介します。

本学の強みや歴史、医療科学部で学ぶ内容についてなど十
分に知っていただくため、丁寧に説明します。

本学自慢の施設・医療装置を体験見学できるのはオープンキャ
ンパスだけ。自慢の校舎、医療装置を是非直接見てください。

在学生スタッフが皆さまからの質問にお答えし、学生生活な
ど本学の魅力をお伝えします。

最新の入試情報をオープンキャンパスで入手しよう。
イベント参加者には過去問題をプレゼント!

京都医療科学大学では、さまざまなイベントを毎回開催しています。
オープンキャンパスに参加して、大学での学びのイメージを広げてください!

※開催月は本学サイトをチェックしてください。

PROGRAM

OPEN CAMPUS DATA 京都医療科学大学に入学している先輩たちは、オープンキャンパスで直接学内施設を見て
在学生スタッフや先生方の雰囲気にミリョクを感じて、志望校を決定、していることが分かります!

就職率や就職先など
卒業後の実績を
詳しく知れた

診療放射線
技師について
詳しく知れた

入試について
詳しく知れた

臨床実習について
詳しく知れた

29%

21%17%
15%
8%4%

国家試験対策に
ついて詳しく知れた

先輩から直接話を
聞くことができた

学校の
雰囲気が
よく分かった

施設設備を
見学できた

4%

学校の雰囲気が
自分に合っている

国家試験の
合格率や
国試対策

通いやすさなど
臨床実習が充実 2.5

他学と、どんなところを比較して
入学を決めましたか？

17.5%
15%
15%
7.5%

就職実績

Q2

施設・設備が
充実
している

42.5%

先輩の声

入学までに京都医療科学大学の
オープンキャンパスに参加しましたか？Q1

先輩の声

オープンキャンパスに
参加してよかったところは？Q3

先輩の声

2.5%

先輩たちのアン
ケートを見てみよう!

診療放射線技師のミリョク紹介診療放射線技師のミリョク紹介 大学の学び紹介（大学紹介）大学の学び紹介（大学紹介）

在学生による学内案内在学生による学内案内 在学生との交流在学生との交流

入試ガイダンス入試ガイダンス 入 試 対 策 イ ベ ン ト

入試に向けた講座
から保護者の方へ
の説明会も実施し
ます。ぜひご参加く
ださい！

感染拡大防止対策を講じた上での開催を予定しております。なお、状況により一部内容の変更等を行う可能性がございます。

プログラムの変更や開催の可否は、本学ホームページ及び公式LINEにてお知らせします。

OPEN CAMPUS

83%

17%

はい

いいえ

入学まで入入学学までま
オープンオオープンプQ1

いいえいいいえい

ACCESS
駅から

4分

設備を
できた

本学卒業生
発見者「診

診療放診療放

在学生在学生

7 8 土 9日 8 5 土 6 日

卒業生による「診療放射線技師のミリョク」紹介など、医療職で働くイメージをつかもう!卒業生による「診療放射線技師のミリョク」紹介など、医療職で働くイメージをつかもう!

いよいよ夏のオープンキャンパスシリーズ!卒業生ネットワークをご紹介したり、
教員や学生スタッフによる本学のミリョクを伝える内容になっています。
いよいよ夏のオープンキャンパスシリーズ!卒業生ネットワークをご紹介したり、
教員や学生スタッフによる本学のミリョクを伝える内容になっています。

答えし、学生生活な

ン ト

能性がございます。

オープンキャンパスを効率良く参加するには

がオススメ!

5月～10月開催のイベント参加者に、総合型選抜の出願書類を配布します。
受験を考えている方は必ず、いずれかのイベントに参加してください。

受験対策の講義を開催!大手予備校講師による過去問対策です!
保護者の方もご参加ください!
受験対策の講義を開催!大手予備校講師による過去問対策です!
保護者の方もご参加ください!

5 28 日 6 18 日

10 1日8 26 土 12 16 土

受験を考えている人は必ず参加してね。

受験生に役立つコンテンツの準備しています。

ています。
げてください!

学紹介）学紹介）

S T E P  

1

S T E P  

2

S T E P  

3

3つのSTEP

学生確保（資料）－3－
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【資料3】2023年度 オープンキャンパス＆入試対策講座：年間計画表

在学生による学内施設案内＆学生交流

10月2日(日)

赤澤先生 ―

滋賀医科大学付属病院 滋賀医科大学付属病院

在学生による学生交流

在学生が、少人数(1対1に近い形)で学生目線で本学での学びや学生生活についてお話をする

在学生による学生交流

桑原先生

赤澤先生
松本先生
石田先生

在学生が、少人数(1対1に近い形)で学生目線で本学での
学びや学生生活についてお話をする

滋賀支部

大野先生/佐藤先生 大野先生/佐藤先生

後日:代ゼミ動画配信参加者特典：青野先生：志望理由書の書き方講座　+　代ゼミ（面接対策＆夏休みの過ごし方）

水田先生

大野先生

実験室体験型

2022年度参加者
数実績

高校生52
保護者38

高校生59
保護者51

高校生50
保護者36

高校生41
保護者33

高校生46
保護者36

高校生49
保護者36

高校生55
保護者37

高校生81
保護者46

高校生60
保護者33

高校生45
保護者23

動画配信

実験装置立ち上げ等 実験装置立ち上げ等一般撮影、ＣＴ、ＭＲＩ、マンモ

堀井先生 霜村先生 水田先生 学長先生 江本先生 大野先生 柴田先生 松本先生 学長先生

X線実験室ｴﾘｱ とMRI室の2か所に分かれ、実験装置の操作体験
や、患者の体験する

在学生が、少人数(1対1に近い形)で学生目線で本学での学びや学生生
活についてお話をし、学内施設案内(実験装置）を紹介する

鈴木局長/小山ｾﾝﾀｰ長 鈴木局長/小山ｾﾝﾀｰ長

後日:代ゼミ動画配信 後日:代ゼミ動画配信

佐藤先生 佐藤先生

遠山先生

全体を2班に分けて実施（入替）
学友会サポート

全体を2班に分けて実施
（入替）

年内入試対策！基礎学力強化
講座（英語･数学）[代ゼミ]

松尾先生

―

本学紹介

石田先生/遠山先生

学友会協力

大野先生/佐藤先生

桑原先生

佐藤先生
森課長

遠山先生
霜村先生
本谷先生

学友会協力

2023年度結果報告（2024年度入試情報速報） 2024年度入試概要説明 2024年度入試概要、出願方法、入試結果速報、ｷｬﾘｱ・学生支援など

鈴木局長/小山ｾﾝﾀｰ長
鈴木局長

本学教員による　本学の教育内容の紹介

入試ガイダンス

松尾先生本谷先生

総合直前！基礎学力強化講座
（英語･数学）[代ゼミ]

参加者特典 入試最新情報
左記に追加して動画視聴：志望理由書の書き方講座（青野先

生）・代ゼミ（面接対策＆夏休みの過ごし方） 7月分に追加して最新の募集要項・過去問題集配布志望理由書+入試ガイド配布 入試結果速報+募集要項

2022年度実績 3月19日(土) 5月29日(日) 6月19日(日) 7月9日(土) 7月10日(日) 8月6日(土) 8月7日(日) 8月27日(土) 12月17日(土)

一般対策！基礎学力強化講座
（英語･数学）[代ゼミ]

プログラム
概要

全体を2班に分けて実施
（入替）

全体を2班に分けて実施
（入替）

全体を2班に分けて実施
（入替）

全体を2班に分けて実施（入替）
学友会サポート

全体を2班に分けて実施
（入替）

京都府立医科大学附属
病院

'19年卒業生
未定

京都桂病院
'20年卒業生
'21年卒業生

開催日程

目標

対象入試
総合入試対策

：代ゼミ

診療放射線技師を目指すなら京都医療科学大学だと
思ってもらう

対象

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

入試ガイ
ダンス・
学校紹

介・保護
者向け

鈴木局長森課長

第4回

本学の卒業生：本学で学んだ経験や、診療放射線技師になって良かったと思うことやお仕事の魅力を伝える

7月8日(土)

第3回 第7回

8月5日(土)

第10回

3年生向け(受験生対象)入試対策講座

本学の特徴(学友会・就職・装置) や魅力をより深く知り、志望校に決めてもらう
１，２年生の募集（特に２年生）を強化する/体験型

受験生対象に入試対策講座を行う

6月18日(日)

野崎徳洲会病院
'20年卒業生

京都桂病院
'20年卒業生
'21年卒業生

関西医科大学香里病院
'16年卒業生

3月18日(土) 5月28日(日)

神戸大学医学部附属病
院

'16年卒業生

大阪医科薬科大学病院
'16年卒業生
'19年卒業生

市立福知山市民病院
'16年卒業生

滋賀県立総合病院
'17年卒業生

神戸赤十字病院
'03年卒業生

京都府立医科大学附属
病院

'19年卒業生

神戸赤十字病院
'03年卒業生

2023年3月更新

第5回 第8回

8月6日(日) 8月26日(土) 12月16日(土)

一般入試対策
：代ゼミ

総合・推薦入試対
策：代ゼミ

第6回

7月9日(日)

第9回

1.2年限定オープンキャンパス

総合入試

第1回 第2回

10月1日(日)

全学年を対象

2022年
卒業生
実績

本学の技師系教員 本学の技師系教員

全体/進行等 大野先生 大野先生 大野先生 大野先生 大野先生

学
内
施
設
・
実
験
室

鈴木局長鈴木局長鈴木局長

大野先生

滋賀支部

2023年
卒業生
予定

野崎徳洲会病院
'20年卒業生

大阪医科薬科大学病院
'19年卒業生
'21年卒業生

神戸赤十字病院
'03年卒業生

滋賀医科大学付属病院
京都第一赤十字
’12年卒業生

滋賀医科大学付属病院
関西医科大学香里病院

'16年卒業生

学生確保（資料）－4－



【資料4】　高校訪問実績

高校訪問数 受験者数（総合・推薦）
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

滋賀県 15 21 27 23 滋賀県 29 24 34 13
京都府 22 44 58 50 京都府 73 44 57 30
合計 37 65 85 73 合計 102 68 91 43

0

20

40

60

80

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

高校訪問数（京都・滋賀） 滋賀県

0
10
20
30
40
50
60
70
80

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

受験者数（京都・滋賀） 滋賀県 京都府

学生確保（資料）－5－



施設名 人数 地域 施設名 人数 地域

自治医科大学附属病院 1 栃木県 JCHO大阪みなと中央病院 1 大阪府

群馬大学大学院医学系研究科生命医学専攻 1 群馬県 一般財団法人関西労働保健協会 千里LC健診センター 1 大阪府

公益財団法人ちば県民保健予防財団 総合健診センター 1 千葉県 一般財団法人住友病院 1 大阪府

メディカルエキスパート株式会社 1 東京都 医療法人新明会都島放射線科クリニック 1 大阪府

メディカルスキャニング 2 東京都 医療法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院 1 大阪府

医療法人厚生会 福井厚生病院 1 福井県
大阪大学大学院医学系研究科 生体物理工学講座 病態
超音波医学研究室

1 大阪府

社会医療法人 財団 中村病院 1 福井県 関西医科大学くずは病院 1 大阪府

国立大学法人信州大学医学部附属病院 1 長野県 関西医科大学附属病院 2 大阪府

社会医療法人蘇西厚生会 松波総合病院 1 岐阜県 関西電力病院 1 大阪府

一般財団法人 近畿健康管理センター 3 滋賀県 近畿大学奈良病院 1 大阪府

医療法人社団昴会　日野記念病院 1 滋賀県 国立循環器病研究センター 1 大阪府

近江八幡市立総合医療センター 1 滋賀県 社会医療法人愛仁会 井上病院 1 大阪府

滋賀医科大学医学部附属病院 1 滋賀県 社会医療法人愛仁会 高槻病院 1 大阪府

社会福祉法人恩賜財団　済生会滋賀県病院 3 滋賀県 社会医療法人きつこう会　多根総合病院 1 大阪府

市立長浜病院 1 滋賀県 社会医療法人弘道会守口生野記念病院 1 大阪府

高島市民病院 1 滋賀県 社会医療法人祐生会 みどりヶ丘病院 2 大阪府

日本赤十字社 長浜赤十字病院 1 滋賀県
地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪国際がんセン
ター

2 大阪府

市立長浜病院 1 滋賀県 パナソニック健康保険組合 松下記念病院 1 大阪府

医療法人 河端病院 1 京都府 医療法人ゆめはんな会 ヨリタ歯科クリニック 1 大阪府

医療法人 徳洲会宇治徳洲会病院 1 京都府 医療法人 明和病院 1 兵庫県

医療法人啓信会 京都きづ川病院 1 京都府 大室整形外科 脊椎・関節クリニック 1 兵庫県

医療法人社団千春会千春会病院 1 京都府 関西労災病院 1 兵庫県

医療法人創健会 西村診療所 1 京都府 神戸低侵襲がん医療センター 1 兵庫県

医療法人同仁会（社団） 京都九条病院 1 京都府 公立豊岡病院組合立豊岡病院 1 兵庫県

医療法人福冨士会 京都ルネス病院 2 京都府 社会医療法人渡邊高記念会 西宮渡辺病院 1 兵庫県

株式会社 増田医科器械 1 京都府 日本赤十字社 神戸赤十字病院 1 兵庫県

京都大学医学部附属病院 1 京都府 公益財団法人天理よろづ相談所病院 3 奈良県

社会福祉法人恩賜財団京都済生会病院 2 京都府 地方独立行政法人 奈良県立病院機構 1 奈良県

社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院 1 京都府 医療法人健和会 奈良東病院 1 奈良県

地方独立行政法人京都市立病院機構 1 京都府 国立大学法人鳥取大学医学部附属病院 1 鳥取県

日本赤十字社 京都第一赤十字病院 1 京都府 独立行政法人国立病院機構 浜田医療センター 1 島根県

洛和会ヘルスケアシステム 1 京都府 医療法人社団曙会 シムラ病院 1 広島県

一般財団法人 京都工場保健会京都工場保健会 1 京都府 医療法人社団一陽会 原田病院 1 広島県

愛媛大学医学部附属病院 1 愛媛県

愛媛県厚生農業協同組合連合会愛媛県厚生連健診セン
ター

1 愛媛県

【資料5】　2022年度 就職先(大学院含む)一覧

学生確保（資料）－6－



【資料 6】 資格支援：放射線取扱主任者試験

学生確保（資料）－7－



▼ こちらは����年度の情報です

※各奨学金には、それぞれ条件や人数、給付期間、学力基準などが設定されています。詳しくは本学担当窓口へお問い合わせください。

学生確保（資料）－8－

【資料7】　奨学金



【資料 8】主な実験室と装置 

【一般撮影実習室 6室】

・一般Ｘ線撮影装置 6セット

（天井走行管球・立位撮影

台・平面撮影台）

・FCR装置 1セット

・レーザーイメージャー装置

1台

各実習室に天井走行管球・立位撮影台・平面撮

影台セットを備え、頭部から足部まで全身の撮

像ができる。

内 2室には最新のデジタル画像センサーを使っ

た最高級システムで、管球は自動的にホームポ

ジションに帰納され、受光部は DRタイプでカセ

ッテレス。カセッテタイプの併用も可能であ

る。広範囲撮像の長尺撮影機能を搭載してい

る。4室の受光部はカセッテタイプで、FCR シス

テムを使用。フィルムカセッテも利用できる。

画像出力はデジタルでモニターに出力する。レ

ーザーイメージャーあるいは自現機を用いてフ

ィルム出力する。

【マンモグラフィー実習室 2

室】

・マンモグラフィー装置 2台

各実習室にマンモグラフィー装置を配置。1 台

の受光部はカセッテタイプで FCRを使用。他の

1台は最新の FPD（フラットパネルディテクタ

ー）を使用している。FPD タイプは、トモシン

セシス（断層）撮影にも対応した最高級レベル

の装置であり最新の撮影法に関する教育のみな

らず、研究にも使用できる。マンモグラフィー

は実験時の撮影手技・ポジショニングが重要

で、製造業者による装置の個性の違いも学習可

能である。

【実験実習フロアー】

フラットパネル型ワイヤレス

回診用Ｘ線撮影装置 2台

ワイヤレスタイプのフラットパネルディテクタ

ーを搭載した最新装置を 2式設置している。受

光部に FCRカセッテの併用可能。病棟回診や

ICU で使用され、感染症パンデミックの際の撮

影装置としても脚光を浴びている。走行安全装

置がついており病院内を安全に走行するための

運転走行訓練もおこなう。

【X線 TV透視室 1室】

・多機能型 X線 TV装置 1台

最新式多機能型 X線 TV装置を導入している。消

化管や ERCP（逆行性胆管膵管造影）を始めとし

た多目的透視装置として使用される。本学の装

置は FPD-DR タイプで豊富なアプリケーションを

学生確保（資料）－9－



搭載し、透視に加え、トモシンセシスでデジタ

ル断層撮影ができ、スロットスキャンで全身長

尺撮影ができ、デュアルエナジーサブトラクシ

ョンも可能である。

【X線 CT実習室 2室】

・16 列マルチスライスヘリカ

ル CT1台

・シングルヘリカル CT

ヘリカル CT２台設置。

1台は 16列マルチスライスヘリカル CTであ

り、胸腹部骨盤の広範囲を 1回の短時間息止め

で CT撮像できる。一般的な医療施設に多く導入

されているタイプで、多列型ヘリカル CTの人気

機種である。また、患者テーブルは長いタイプ

を導入し、外傷などの緊急 CT検査で頭から足先

まで 1度に撮像できる緊急対応用となってい

る。得られた画像は専用のワークステーション

で画像後処理を行い、MPR、骨３D、肺血管 MIP/

３D構成などの画像再構成ができる。

もう 1台はシングルヘリカル CTであり、ヘリカ

ル CTの基本構造・動作原理を学習する学生教育

用である。

【MRI 実習室 1室】

・超伝導型磁石アクティブシ

ールド静磁場強度 1.5T（テス

ラ）MR装置

・画像再構成ワークステーシ

ョン

超伝導型磁石アクティブシールド静磁場強度

1.5T（テスラ）の高磁場 MRI 装置。本学の

1.5TMR 装置は頭部・頭頚部・体幹部・四肢・心

臓のどの部位も撮像できるように受信コイルを

各種取りそろえ、撮像シークエンスに関しては

最新のアプリケーションソフトを搭載してい

る。得られた画像は専用のワークステーション

で画像後処理を行い MRA・MRCP・MPR・３D構

成・心臓シネなどの画像再構成ができる。MRI

用呼吸センサーを備え、呼吸同期撮像も可能で

ある。

準備室にはポータブルタイプの金属探知機を備

え、吸着事故の発生リスクに留意している。ま

た日常の QCのための MRファントムを各種取り

そろえている。

MR専用の画像再構成ワークステーション１台。

高機能の超伝導型 1.5TMRIから得られる多彩な

画像データを、後処理する装置である。MRI の

学生確保（資料）－10－



オリジナル画像データをもとに、MPR・MIP・３D

ボリュームレンダリング・サーフェスレンダリ

ング機能を用いて病変を際立たせるように画像

を再構成して画像診断に利用する。また、融合

画像の生成機能を有し、MRだけでなく CT・

SPECT・PET などの他の画像を PACS経由で読み

込み、多種の画像を融合する、レイヤー・フュ

ージョンが可能である。レジストレーションも

剛性・非剛性が可能で、同種・異種の画像の重

ね合わせができる。学生は画像撮像だけでなく

画像後処理再構成の分野を学習する。

【核医学実習エリア】

・対向型 2検出器 SPECT装置

・周辺機器

汚染検査装置（ハンドフット

クロスモニター2台、GM管式

サーベイメーター4台、ホー

ルボディカウンター1台)・線

量測定装置（キュリーメータ

ー3台、液体シンチレーター1

台）・γ線エネルギー分析半

導体装置 1台・放射性同位元

素実験用ドラフトチャンバー

1セット

・RI 貯留槽希釈槽

対向型２検出器型 SPECT装置で、プラナー撮

像・SPECT撮像のできる汎用機である。低エネ

ルギー用コリメーターは高感度用と超高分解能

用の２セットを装備。データ取得後の画像構成

やカラー画像は操作コンソールのアプリケーシ

ョンソフトを用いて処理する。

隣接する準備室・汚染検査室・放射線化学実験

室には汚染検査装置（ハンドフットクロスモニ

ター2台、GM管式サーベイメーター4 台、ホー

ルボディカウンター1台)・線量測定装置（キュ

リーメーター3台、液体シンチレーター1台）・

γ線エネルギー分析半導体装置 1台・放射性同

位元素実験用ドラフトチャンバー1セットを装

備している。廃棄保管庫を備え、使用した RI容

器やシリンジなどを保管している。

排液処理には RI貯留槽・希釈槽を併設し、準備

室の遠隔モニターで適切に管理している。

【超音波実習室 2室】

・高機能超音波診断装置 2台

・ポータブルタイプ超音波診

断装置 2台

高機能超音波診断装置 2 台は汎用高機能タイプ

で、B/M モード撮像を基本としドップラー計測や

３D表示ができ、頚動脈 IMT計測・プラーク撮像、

心臓 tissue-harmonic imaging など豊富なアプ

リケーションを搭載し、全身あらゆる部位の超音

波撮像に対応する。使用するプローベは、コンベ

ックスタイプ・セクタータイプ・リニアタイプと

多彩で、周波数も 2.5MHz-15MHz対応で身体の浅

学生確保（資料）－11－



いところから深部まで観察できる。

ポータブルタイプ 2 台は可搬型で往診やベッド

サイド用に使える簡易型である。超音波画像の特

徴・簡便性について学習する。

【診療画像診断実習室 1室】

・医用画像管理閲覧 PACSシ

ステム

PACS システム１セット。検像システム・データ

保存システム・Viewerシステムを組み込んでい

る。医用画像データの標準的フォーマットの

DICOM 規格で画像管理の出来る PACSシステム

で、一般撮影・CT・MR・SPECT 画像の保管を行

い画像情報に関わる研究が可能。PACS に転送す

る前に検像端末で行う画像チェック（撮像部

位、左右確認、画質チェックなど）は診療放射

線技師の重要な業務である。医用画像の画質評

価実験、画像読影実験、画像モニターの品質管

理などに、学生が利用できる。

また、コンピューター演習室には 100 台の診断

用液晶モニターの PCを設置してあり、受講生全

員が同時に PACSを使った画像診断を学習でき

る。

【治療計画実習室 1室】

・治療計画装置 2台

放射線治療計画装置 2台は最新の包括的タイプ

で、三次元原体照射，電子線・陽子線照射，お

よび小線源治療の計画立案に対応しているだけ

でなく、IGRT・IMRT・VMAT などの高精度放射線

治療までカバーする包括的高機能治療計画装

置。CT画像上で病変部を囲い病変の線量分布計

算ができるだけでなく、PET 画像や MR画像と融

合させ精度の高い放射線治療計画の立案も学習

できる。通常のフォワードプランニングだけで

なく、インバースプランニングもでき最新の照

射法である IMRT・VMATにも対応している。
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審査意見への対応を記載した書類（7 月） 

（目次）医療科学部 放射線学科 

（１）「学則の変更の趣旨等を記載した書類（本文）」p.５の「３．学則変更（収容定員変
更）に伴う教育課程等の変更内容」において、「専任教員数は大学設置基準上の教員を超え
る配置となっており、・・・施設・設備についても必要十分な整備を行なっている」と説明
しているが、 大学設置基準に規定しているのは専任教員ではなく基幹教員であるため、修
正すること。（是正意見）….2 ページ 

（２）教育課程、教育方法、履修指導方法及び S/T 比率について具体的かつ詳細な説明が
ないことから、必要基幹教員数以上の基幹教員を配置していることのみをもって、収容定員
増加後の教育や教員組織が変更前と比較して同等以上であることが適切に担保されている
とは判断できない。（是正意見）….3 ページ 

（３）「各教室座席数一覧」が示されているものの、一部教室は変更後の定員 90名以下の
席数の教室も見受けられるが、各教室を本学の教育課程上どのように使用するのか判然と
せず、収容定員増加後の施設・設備が教育に支障なく適切に整備されているとは判断できな
い。（是正意見）….12ページ 
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   （是正意見）医療科学部 放射線学科 

（対応） 
「専任教員数は大学設置基準上の教員を超える配置となっており、・・・施設・設備につい
ても必要十分な整備を行なっている」の是正事項に該当する記述について、大学設置基準の
規定に基づき、専任教員ではなく基幹教員に修正を行う。 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（5ページ） 
新 旧 

３.学則変更（収容定員変更）に伴う教育課
程等の変更内容

基幹教員数は大学設置基準上の教員を超
える配置となっており、教員組織を担保す
ると同時に、収容定員変更後も教育課程、
教育方法等について同等以上となるように
適切な組織運営を行っている。さらに、施
設・設備についても必要十分な整備を行な
っている。 

３.学則変更（収容定員変更）に伴う教育課
程等の変更内容

専任教員数は大学設置基準上の教員を超
える配置となっており、施設・設備につい
ても必要十分な整備を行なっている。今回
の学則変更（収容定員変更）に伴う教育課
程、教育方法及び履修指導方法、教員組
織、施設・設備等の変更は無い。 

（１）「学則の変更の趣旨等を記載した書類（本文）」p.５の「３．学則変更（収容定員変
更）に伴う教育課程等の変更内容」において、「専任教員数は大学設置基準上の教員を超
える配置となっており、・・・施設・設備についても必要十分な整備を行なっている」と
説明しているが、 大学設置基準に規定しているのは専任教員ではなく基幹教員であるた
め、修正すること。 
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（是正意見）医療科学部 放射線学科 

（対応） 
教育課程、教育方法、履修指導方法及び S/T 比率について具体的かつ詳細な説明を行い、収容
定員増加後の教育や教員組織が変更前と比較して同等以上であることが適切に担保されている
ことの説明を行う。 

ア）本学は、診療放射線技師学校養成所として、診療放射線技師学校養成所指定規則及び診療
放射線技師養成所指導ガイドラインに基づき、適正な教育課程、教育方法、履修指導方法、教
員配置を行っている。以降に具体的に説明を行う。
①教育課程
１）カリキュラム設計
本学のカリキュラムは診療放射線技師学校養成所指定規則及び診療放射線技師養成所指導ガイ
ドラインに基づき、さらに教養教育等の科目を追加した形で設計されている。ディプロマポリ
シーにて要求される能力を修得するため、教養教育科目、専門基礎科目、専門科目、総合科目
に区分し、新入生が 4年間で診療放射線技師として適切な学力、能力、素養を習得できるよう
に段階的な科目配置を行っている。今回の収容定員変更にともなうカリキュラム及び具体的な
授業内容の変更は無い。
２）教員の質
本学の教員体制としては、担当科目の講義、演習、実験等について最も適するとともに経験豊
かな教員を配置している。具体的には、医師、診療放射線技師、工学、数学、薬学、心理学、
英語、国語等の専門教員を適切に配置している。医師系教員の配置数は 4名であり、他学の診
療放射線学科と比較しても特に在籍数が多い。解剖学を中心に放射線科医でもある教員が専門
的な知識や実践的なスキルについて、わかりやすく丁寧な指導を行っている。診療放射線技師
の教員は 10 名が配置されており、実務経験の豊かな教員が実際の臨床現場で役に立つ実践に
即した指導を行っている。実務経験のある教員による講義は全講義単位数の 77％を占める。今
回の収容定員変更にともなう教員配置の変更は無い。
３）学習環境の整備
学習環境について、本学では大学病院と遜色のない医療機器を完備している。これらの最新機
器を活用して、現場で役立つスキルが身につく、質の高い実験を行っている。X 線 CT 装置、
一般撮影装置、乳房 X線装置など使用頻度の高い装置は複数台の設置を行い、出来るだけ学生
が使用できる機会を増やしている。このことにより、卒業後に医療機関に就職した際にも、違
和感なく職場に入っていける環境を整えている。さらに、毎年の予算には設備更新、医療機器

（２）教育課程、教育方法、履修指導方法及び S/T 比率について具体的かつ詳細な説明が
ないことから、必要基幹教員数以上の基幹教員を配置していることのみをもって、収容定員
増加後の教育や教員組織が変更前と比較して同等以上であることが適切に担保されていると
は判断できない。
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増強を組み込み計画的な学習環境整備を行っている。 
学生のサポートについては、学生支援センターや各委員会が中心となり、入学前教育から始ま
り、基礎教育、キャリア支援、学生相談など学生の学習をサポートする体制が整備されてい
る。専門の臨床心理士の配置などメンタル面でのサポートにも力を入れている。 
今回の収容定員変更にともなう学習環境および環境整備方針の変更はなく、引き続き環境整備
の強化に取り組んでいく。 
４）継続的改善 
本学では、内部質保証の取り組みとして 23 ある委員会単位での PDCAを行っており、教学、
研究、大学運営について継続的な改善を図っている。PDCA のテーマは中期計画に連動した内
容であり、自己点検委員会が取り纏めを行い、毎年、全体について教授会での確認を行ってい
る。 
教育課程における継続的改善は、教学マネージメント委員会、教務委員会を中心に定期的な評
価とフィードバックを行い、継続的改善に取り組んでいる。 
また、学生の意見や要望を反映し、教育内容や方法を適宜見直している。学生アンケートを毎
年行っているが、2023年度 4 年生卒業時のアンケート（回答数 79 名、回答率 100％）におけ
る「本学の授業に対する取り組みと満足度」に関する設問では、97.3％の学生から「授業に満
足している」との回答を得ている。これらの取り組みにより、今後も継続的な改善を続けてい
く。 
②教育方法 
１）教育方法の多様性 
本学では、学生が主体的に学び取り組むような教育方法（グループワーク、ディスカッション
など）を導入している。また実践的学習として、実験、実習は特に力を入れている分野であ
り、少人数のグループ編成、多数の教員配置により、理論と実践を結びつける機会を提供して
いる。さらに多様性を理解することにつながる国際交流に力を入れており、ベトナム、台湾で
の研修、相互交流等を行い、渡航費用については本学独自の奨学金による約半額の補助を行っ
ている。これらの教育方法の多様性への取り組みについて、今回の収容定員変更にともなう変
更はない。 
２）学外連携 
本学は法人設立母体である島津製作所や本学卒業生の多くが在籍する京都、滋賀地区の医療機
関などと連携して、現場での実践的な学びを提供している。島津製作所からは最先端の医療機
器の開発技術者を非常勤講師として任用し最新の知識を吸収する機会となっている。また、島
津製作所において医療機器製造現場の見学や、職場体験、医学研究者の講演会など、さまざま
な体験が可能となっている。 
医療機関との連携については、多くの卒業生が在籍する関西屈指の総合病院で臨床実習を実施
している。提携医療機関における臨床実習指導者数は 156 名（2024 年度予定）であり、540時
間にわたり最先端の臨床技術を経験することが出来る。 
海外の連携先としては、ベトナム有数のチョーライ病院やフエ医科薬科大学と学術協定を結
び、学術交流や現地医療機関での研修など、国際的な視野、日本の医療機関との違いの学びな
ど、多様性の理解につながる教育を行っている。台湾の元培医事科技大学は本学の卒業生が台
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湾で設立した医療大学であり、学術協定を締結し長年にわたり交流を行っている。毎年、本学
学生は台湾研修に参加しているが、本学と同じ診療放射線技術を学ぶ学生同士が活発な交流を
行っている。このような学外連携の取り組みについて、今回の収容定員変更にともなう変更は
ない。 
③履修指導方法 
学習成果の評価とフィードバックについては、多様な評価方法を取り入れている。定期テスト
だけでなく、普段の学習状況の把握と学習習慣定着のための小テスト、レポート、プレゼンテ
ーション、実技試験なども行っている。特定の科目についてはグループワークも取り入れてお
り、成果を上げている。これらの履修指導方法についてはシラバスに学習目標、成績評価の方
法とともにアクティブラーニング要素として記載されている。履修指導方法について、今回の
収容定員変更にともなう変更はない。 
④S/T 比率 
本学の過去 5 年間の S/T 比率の実績は下記のとおりである。 
前述の「2．学則変更（収容定員変更）の必要性(2)収容定員変更の必要性 ②入学定員と入学者
数の乖離」にて説明したとおり、本学の過去 8年間の入学者数は 90 名前後で推移しており、
今後はこの入学定員と入学者数の乖離を是正していくため、下記のとおり定員変更後の S/T比
率も従来と大きな差は生じないと考えている。なお、令和 7 年度から完成年度である令和 10
年度までの S/T 比率については、毎年度、定員の 90 名が入学するものとし、既に入学してい
る学年については実際の在学生数をもとに算出した。 

 

令和2年度から令和6年度のS/T比率実績および令和7年度から令和10年度のS/T比率予定 
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16.7 16.3 16.6 17.2 17.0 16.9 16.5 16.3 16.4 
 

朝日新聞・河合塾の共同調査「ひらく日本の大学」の 2023 年度調査によると私立大学保健系
学部の S/T比率は、最大値 35.9、中央値 17.5、最小値 5.4 であり、多くの私立大学において、
概ね 15から 20 の間に分布している。本学の S/T 比率は、他の私立大学保健系学部と比較して
も遜色はなく、適切な範囲であると判断している。 
S/T 比率を適正に保つためにも、収容定員超過に対する厳格化の方針に従い、収容定員変更後
は実際の在籍学生数を収容定員に可能な限り近づける努力を行う。 
なお、教員組織について、今回の収容定員変更にともなう変更はない。 
 
⑤少人数教育 
本学は小規模単科大学であり、その特徴を生かした少人数教育を実施している。講義の中でも
特に少人数により教育効果が見込まれるプログラミングや英語教育については、1つの学年を 2
～3 組のグループに分け、教員が複数回、同じ講義を行うことにより、個々の学生に対して手
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厚い指導が行える体制を取っている。同様に実験科目については、学生を数人のグループに分
けた上で指導を行い、複数の教員を同時に配置することにより、教育効果を高めている。成績
不振学生についての指導は個々の学生の状況を把握した上で、科目ごとに補習授業を行うとと
もに、4年生の総合演習授業において、一定の成績に至らない学生については、特別補講を行
っている。 
⑥臨床実習体制の強化 
臨床実習は、京都および滋賀地域の代表的な総合病院を網羅して、540時間にわたり実践に即
した指導を行っている。2023年度までは 14 病院で臨床実習を行っていたが、さらに複数病院
での実習を可能とした実習体制を強化すべく、2024 年度から 16 病院において臨床実習を実施
する予定である。複数の実習先を経験し、視野や就職先の選択肢を広げる施策に、今後も継続
して取り組んでいく。 
以上の①～⑥に示したとおり、収容定員増加後の教育や教員組織が変更前と比較して同等以上
であることが適切に担保されていると判断している。 
 

 
（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（5ページ） 

新 旧 

ア）本学は、診療放射線技師学校養成所とし

て、診療放射線技師学校養成所指定規則及び診

療放射線技師養成所指導ガイドラインに基づ

き、適正な教育課程、教育方法、履修指導方

法、教員配置を行っている。以降に具体的に説

明を行う。 

①教育課程 

１）カリキュラム設計 

本学のカリキュラムは診療放射線技師学校養成

所指定規則及び診療放射線技師養成所指導ガイ

ドラインに基づき、さらに教養教育等の科目を

追加した形で設計されている。ディプロマポリ

シーにて要求される能力を修得するため、教養

教育科目、専門基礎科目、専門科目、総合科目

に区分し、新入生が4年間で診療放射線技師とし

て適切な学力、能力、素養を習得できるように

段階的な科目配置を行っている。今回の収容定

員変更にともなうカリキュラム及び具体的な授

業内容の変更は無い。 

２）教員の質 

 3. 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等
の変更内容 
専任教員数は大学設置基準上の教員を超える配
置となっており、下記に示すように施設・設備
についても必要十分な整備を行なっている。今
回の学則変更（収容定員変更）に伴う教育課
程、教育方法及び履修指導方法等の変更は無
い。 
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本学の教員体制としては、担当科目の講義、

演習、実験等について最も適するとともに経験

豊かな教員を配置している。具体的には、医

師、診療放射線技師、工学、数学、薬学、心理

学、英語、国語等の専門教員を適切に配置して

いる。医師系教員の配置数は4名であり、他学の

診療放射線学科と比較しても特に在籍数が多

い。解剖学を中心に放射線科医でもある教員が

専門的な知識や実践的なスキルについて、わか

りやすく丁寧な指導を行っている。診療放射線

技師の教員は10名が配置されており、実務経験

の豊かな教員が実際の臨床現場で役に立つ実践

に即した指導を行っている。実務経験のある教

員による講義は全講義単位数の77％を占める。

今回の収容定員変更にともなう教員配置の変更

は無い。 

３）学習環境の整備

学習環境について、本学では大学病院と遜色

のない医療機器を完備している。これらの最新

機器を活用して、現場で役立つスキルが身につ

く、質の高い実験を行っている。X線CT装置、一

般撮影装置、乳房X線装置など使用頻度の高い装

置は複数台の設置を行い、出来るだけ学生が使

用できる機会を増やしている。このことによ

り、卒業後に医療機関に就職した際にも、違和

感なく職場に入っていける環境を整えている。

さらに、毎年の予算には設備更新、医療機器増

強を組み込み計画的な学習環境整備を行ってい

る。 

学生のサポートについては、学生支援センタ

ーや各委員会が中心となり、入学前教育から始

まり、基礎教育、キャリア支援、学生相談など

学生の学習をサポートする体制が整備されてい

る。専門の臨床心理士の配置などメンタル面で

のサポートにも力を入れている。 

今回の収容定員変更にともなう学習環境およ

び環境整備方針の変更はなく、引き続き環境整

備の強化に取り組んでいく。 
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４）継続的改善

本学では、内部質保証の取り組みとして23あ

る委員会単位でのPDCAを行っており、教学、研

究、大学運営について継続的な改善を図ってい

る。PDCAのテーマは中期計画に連動した内容で

あり、自己点検委員会が取り纏めを行い、毎

年、全体について教授会での確認を行ってい

る。 

教育課程における継続的改善は、教学マネージ

メント委員会、教務委員会を中心に定期的な評

価とフィードバックを行い、継続的改善に取り

組んでいる。 

また、学生の意見や要望を反映し、教育内容や

方法を適宜見直している。学生アンケートを毎

年行っているが、2023年度4年生卒業時のアンケ

ート（回答数79名、回答率100％）における「本

学の授業に対する取り組みと満足度」に関する

設問では、97.3％の学生から「授業に満足して

いる」との回答を得ている。これらの取り組み

により、今後も継続的な改善を続けていく。 

②教育方法

１）教育方法の多様性

本学では、学生が主体的に学び取り組むよう

な教育方法（グループワーク、ディスカッショ

ンなど）を導入している。また実践的学習とし

て、実験、実習は特に力を入れている分野であ

り、少人数のグループ編成、多数の教員配置に

より、理論と実践を結びつける機会を提供して

いる。さらに多様性を理解することにつながる

国際交流に力を入れており、ベトナム、台湾で

の研修、相互交流等を行い、渡航費用について

は本学独自の奨学金による約半額の補助を行っ

ている。これらの教育方法の多様性への取り組

みについて、今回の収容定員変更にともなう変

更はない。 

２）学外連携

本学は法人設立母体である島津製作所や本学
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卒業生の多くが在籍する京都、滋賀地区の医療

機関などと連携して、現場での実践的な学びを

提供している。島津製作所からは最先端の医療

機器の開発技術者を非常勤講師として任用し最

新の知識を吸収する機会となっている。また、

島津製作所において医療機器製造現場の見学

や、職場体験、医学研究者の講演会など、さま

ざまな体験が可能となっている。 

医療機関との連携については、多くの卒業生が

在籍する関西屈指の総合病院で臨床実習を実施

している。提携医療機関における臨床実習指導

者数は156名（2024年度予定）であり、540時間

にわたり最先端の臨床技術を経験することが出

来る。 

海外の連携先としては、ベトナム有数のチョ

ーライ病院やフエ医科薬科大学と学術協定を結

び、学術交流や現地医療機関での研修など、国

際的な視野、日本の医療機関との違いの学びな

ど、多様性の理解につながる教育を行ってい

る。台湾の元培医事科技大学は本学の卒業生が

台湾で設立した医療大学であり、学術協定を締

結し長年にわたり交流を行っている。毎年、本

学学生は台湾研修に参加しているが、本学と同

じ診療放射線技術を学ぶ学生同士が活発な交流

を行っている。このような学外連携の取り組み

について、今回の収容定員変更にともなう変更

はない。 

③履修指導方法

学習成果の評価とフィードバックについて

は、多様な評価方法を取り入れている。定期テ

ストだけでなく、普段の学習状況の把握と学習

習慣定着のための小テスト、レポート、プレゼ

ンテーション、実技試験なども行っている。特

定の科目についてはグループワークも取り入れ

ており、成果を上げている。これらの履修指導

方法についてはシラバスに学習目標、成績評価

の方法とともにアクティブラーニング要素とし

て記載されている。履修指導方法について、今
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回の収容定員変更にともなう変更はない。 

④S/T比率

本学の過去5年間のS/T比率の実績は下記のとお

りである。 

前述の「2．学則変更（収容定員変更）の必要性

(2)収容定員変更の必要性 ②入学定員と入学者

数の乖離」にて説明したとおり、本学の過去8年

間の入学者数は90名前後で推移しており、今後

はこの入学定員と入学者数の乖離を是正してい

くため、下記のとおり定員変更後のS/T比率も従

来と大きな差は生じないと考えている。なお、

令和7年度から完成年度である令和10年度までの

S/T比率については、毎年度、定員の90名が入学

するものとし、既に入学している学年について

は実際の在学生数をもとに算出した。

令和2年度から令和6年度のS/T比率実績および

令和7年度から令和10年度のS/T比率予定 

令
和
２
年
度 

令
和
３
年
度 

令
和
４
年
度 

令
和
５
年
度 

令
和
６
年
度 

令
和
７
年
度 

令
和
８
年
度 

令
和
９
年
度 

令
和
１
０
年
度 

 

16.7 16.3 16.6 17.2 17.0 16.9 16.5 16.3 16.4 

朝日新聞・河合塾の共同調査「ひらく日本の

大学」の2023年度調査によると私立大学保健系

学部のS/T比率は、最大値35.9、中央値17.5、最

小値5.4であり、多くの私立大学において、概ね

15から20の間に分布している。本学のS/T比率

は、他の私立大学保健系学部と比較しても遜色

はなく、適切な範囲であると判断している。 

S/T比率を適正に保つためにも、収容定員超過に

対する厳格化の方針に従い、収容定員変更後は

実際の在籍学生数を収容定員に可能な限り近づ

ける努力を行う。 

なお、教員組織について、今回の収容定員変更

にともなう変更はない。 

⑤少人数教育

本学は小規模単科大学であり、その特徴を生

かした少人数教育を実施している。講義の中で
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も特に少人数により教育効果が見込まれるプロ

グラミングや英語教育については、1つの学年を

2～3組のグループに分け、教員が複数回、同じ

講義を行うことにより、個々の学生に対して手

厚い指導が行える体制を取っている。同様に実

験科目については、学生を数人のグループに分

けた上で指導を行い、複数の教員を同時に配置

することにより、教育効果を高めている。成績

不振学生についての指導は個々の学生の状況を

把握した上で、科目ごとに補習授業を行うとと

もに、4年生の総合演習授業において、一定の成

績に至らない学生については、特別補講を行っ

ている。 

⑥臨床実習体制の強化

臨床実習は、京都および滋賀地域の代表的な

総合病院を網羅して、540時間にわたり実践に即

した指導を行っている。2023年度までは14病院

で臨床実習を行っていたが、さらに複数病院で

の実習を可能とした実習体制を強化すべく、

2024年度から16病院において臨床実習を実施す

る予定である。複数の実習先を経験し、視野や

就職先の選択肢を広げる施策に、今後も継続し

て取り組んでいく。 

以上の①～⑥に示したとおり、収容定員増加後

の教育や教員組織が変更前と比較して同等以上

であることが適切に担保されていると判断して

いる。 
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（是正意見）医療科学部 放射線学科 

（対応） 
各教室を本学の教育課程の内容に応じて、どのように使用するのか、具体的に説明を行い、さらに

実際の時間割において、それぞれの講義、実験等で使用される教室の座席数と履修者数を記入した資
料により、収容定員増加後の施設・設備が教育に支障なく適切に整備されていることを説明する。 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（5ページ） 
新 旧 

イ）施設・設備について
本学では、1 年生から 4年生が同時限に平

行して講義を受講できるように全座席数 110名
以上の教室が 4室配置されている。従って、定
員 90 名に対する全員授業・試験について必要
十分な施設・設備が設置されている。一方で、
前述のとおり、本学では少人数教育に力を入れ
ており、プログラミングや英語教育は 1つの学
年を 2～3 組のグループに分け、教員が複数
回、同じ講義を行うことにより教育効果の向上
を図っている。これらの講義に使用する教室
は、少人数授業用として、全座席数が 35 名か
ら 63 名の教室を７室配置している。1 組あた
りの学生数は通常、30名以下となるので、少
人数教育のついても、必要十分な施設・設備が
確保されている。 
講義が支障なく可能なことを具体的に示すた
めに、実際の授業時間割に利用教室と受講学生
数を記載した資料を資料 1（2024年度前期時
間割）資料２（履修者数集計表）として示す。
以上のことから、収容定員増加後の施設・設備
が教育に支障なく適切に整備されていると判断
している。 

3. 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等
の変更内容

各教室座席数一覧 

教室 全座席数 用途 座席配置 

A501 120 全員授業・試験 1 列席 

C305 128 全員授業・試験 1 列席 

C303 117 全員授業・試験 1 列席 

A302 110 全員授業 2 列席 

A304 110 全員授業 2 列席 
C202 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習室） 110 全員授業 固定 

A401 63 小人数授業 1 列席 

A402 53 小人数授業 1 列席 

B308 53 小人数授業 2 列席 

B309 53 小人数授業 2 列席 
A301 

（MM 教室） 52 小人数授業 固定 

A403 50 小人数授業 1 列席 
C301 

（ｾﾐﾅｰ室） 35 小人数授業 1 列席 

（３）「各教室座席数一覧」が示されているものの、一部教室は変更後の定員 90名以下の席数の教
室も見受けられるが、各教室を本学の教育課程上どのように使用するのか判然とせず、収容定員増
加後の施設・設備が教育に支障なく適切に整備されているとは判断できない。 
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各教室座席数一覧 

教室 全座席数 用途 座席配置 

A501 120 全員授業・試験 1 列席 

C305 128 全員授業・試験 1 列席 

C303 117 全員授業・試験 1 列席 

A302 110 全員授業 2 列席 

A304 110 全員授業 2 列席 
C202 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習室） 110 全員授業 固定 

A401 63 小人数授業 1 列席 

A402 53 小人数授業 1 列席 

B308 53 小人数授業 2 列席 

B309 53 小人数授業 2 列席 
A301 

（MM 教室） 52 小人数授業 固定 

A403 50 小人数授業 1 列席 
C301 

（ｾﾐﾅｰ室） 35 小人数授業 1 列席 
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